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明 細 書

発明の名称 ：分離液状着色組成物、それに使用する着色液体

技術分野

[0001 ] 本発明は、外部電場を利用 して液体を移動させる変調方式、特にエレク ト

ロウエッティングデバイスに使用する分離液状着色組成物に関する。

背景技術

[0002] 外部電場を利用 して液体を移動させる変調方式は、画像表示デバイス、あ

るいは光学シャツタ、光ピックアップ装置、液体光学 レンズ等の光学素子と

して検討されている。これらの変調方式の代表的なものとしては、電気浸透

( e Lect roosmos i s ) 力式、電気泳動 e Lect rophoret i c ) 方式、エレク 卜ロフ

リレイアイツク （e Lect rof Lu i d i c ) 方式、エレク トロウエッテ ィンク (e lect r o

wett i ng) 方式等がある。

[0003] この中でエレク トロウエツティング方式は、高いコントラス ト比と広い視

野角を有 し、フロントライ トやバックライ トを必要としないため、消費電力

のかからない画像表示デバイスとして検討がなされている。その原理は特許

文献 1 及び 2 に記載されているように、 「電気毛管」と呼ばれる概念に基づ

き、電圧の印加非印加により、分離即ち混和せず互いに異なる色調や透明度

を有する 2 種の液体を使用 し、一方の液体中に存在するもう一方の液滴を拡

大ないし縮小することで、着色画像を形成するものである。例えば、非着色

液体中に存在する黒等の着色液体からなる液滴を拡大ないし縮小 して、透明

な背景に黒等の色画像を形成 したり、着色液体中に存在する非着色液体から

なる液滴を拡大ないし縮小 して、着色された背景に透明な画像を形成させた

り、赤色液体中に存在する青色液滴を拡大ないし縮小することで、赤色の背

景に紫色の画像を形成させたりすることも可能である。

[0004] このような、分離即ち混和せず互いに異なる色調や透明度を有する 2 種の

液体 （以下、分離液状着色組成物と称する場合がある）は、分離即ち混和 し

ない必要があることから、一般に、シリコーンオイル等の非極性溶媒と、水



や アル コール 、 エ チ レン グ リコ一ル 等の極性溶媒 とが使用され、 その少な く

ともいずれかに一方 に着色剤が添加 されている。 （以下、着色剤が添加 され

ている液体 を 「着色液体」 と称 し、 もう一方の液体 を 「着色液体 とは混和 し

ない液体」 と称する場合がある）

例 えば極性溶媒中に着色剤 を添加する例 と して、特許文献 3 には、極性溶

媒中に、 カチオ ンとァニオ ンとを組み合わせた常温溶融塩 を含有するイオ ン

性液体 と、 カルボキシル基、 ヒ ドロキシル基、 カルボニル基、 スルホ ン基、

水酸基、 リン酸基な どの官能基 を有する自己分散型顔料 を添加 した着色液体

を使用することが開示 されている。 また特許文献 4 には、特定の粘度 と表面

張力を有する極性溶媒中に顔料や染料 を添加 されてなる、特定の電気導電度

とイオ ン半径 を有する着色液体 を使用することが開示 されている。

また、非極性溶媒中に着色剤 を添加する例 と して、特許文献 5 には、デカ

ン、デカ リンも しくはテ 卜ラ リン等の非極性溶媒中に、有機顔料及び/ また

は無機顔料、溶媒可溶性のまたは溶媒分散可能なポ リマー分散剤、及び、 ァ

ルデ ヒ ド樹脂 またはケ トン樹脂 を添加 した着色液体 を使用することが開示 さ

れている。

この分離液状着色組成物 を用いた画像表示デバイスにおいては、極性の異

なる液体が界面 を隔てて接触 している。 そのため、着色液体中の着色剤が界

面 を超 えて着色液体 とは混和 しない液体側 に混入すると、着色液体の液滴の

電圧印加 による拡大ない し縮小によってもた らされる光変調のスイ ッチ ング

性が低下も しくは失われる。 したが って、表示デバイスを長期間安定的に動

作 させるためには、分離液状着色組成物の特性 と して、界面 を超 えて混入す

る着色剤の量 を低 く抑 えることが求め られる。

また、 この画像表示デバイスを駆動 している状況 において、電圧の印加 / 非

印加の繰 り返 しや予期せぬ振動等の影響 によ り、該界面で一時的に混和が生

じる場合がある。 しか しなが ら、該混和状態のまま界面が不明確 とな った り

、界面 に凝集物等が発生 した場合、着色液体の液滴の電圧印加 による拡大な

い し縮小によってもた らされる光変調のスィ ツチ ング性が低下も しくは失わ



れる恐れがあった。従って分離液状着色組成物の特性として、着色液体と着

色液体とは混和 しない液体が元の分離状態に速やかに戻ることも求められる

[0006] 分離液状着色組成物の着色液体と着色液体とは混和 しない液体との界面の

挙動をコン トロールする方法として、界面活性剤を添加する方法があげられ

るが、通常の界面活性剤では、疎水性の液体の分散性を求めるものとするこ

とができなかったり、エレク 卜ロウエツティングデバイスの疎水性中間層を

汚染 したりするという問題が知られている （例えば特許文献 6 参照）。これ

に対 し特許文献 6 においては、製造時にはェマルジヨンインクとして存在 し

、製造後には、親水性の液体と疎水性の液体とが分離 した層となるように、

疎水性の高い化合物と非ィ才ン性でありかつ親水性の高い化合物とからなり

、上記疎水セグメン 卜を有する化合物のS P値と上記親水セグメン 卜を有す

る化合物のS P値との差が4 以上である、光ェンチオール反応によって反応

させた非イオン性界面活性剤を添加 している （例えば特許文献 6 参照）。

先行技術文献

特許文献

[0007] 特許文献1 ：特開平 1 0 —3 9 8 0 0 号公報

特許文献2 ：特開平 1 0 — 7 4 0 5 5 号公報

特許文献3 ：特開 2 0 0 8 _ 2 0 3 2 8 2 号公報

特許文献4 ：W O 2 0 / 0 7 4 4 6 号公報

特許文献5 ：特表 2 0 1 - 5 0 3 3 6 号公報

特許文献6 ：特開 2 0 1 - 6 8 5 0 7 号公報

発明の開示

発明が解決 しょうとする課題

[0008] 本発明の課題は、着色液体中の着色剤が界面を超えて着色液体とは混和 し

ない液体側に混入することを防ぐこと、及び/ または混和後に界面が不明確

となったり、界面に凝集物等が発生 したりすることなく着色液体と着色液体



とは混 和 しな い液 体 が速 や か に分 離 す る こ とに よ り、 着 色 液 体 とは混 和 しな

い液 体 中 に存 在 す る着 色 液 体 か らな る液 滴 の光 変 調 機 能 を安 定 的 に維 持 で き

る、 分 離 液 状 着 色 組 成 物 を提 供 す る こ とにあ る。

課題 を解決するための手段

[0009] 本 発 明者 らは、 分 離 液 状 着 色 組 成 物 に、 フ ッ素 系 界 面 活 性 剤 及 び シ リコー

ン系 界 面 活 性 剤 か ら選 ばれ る少 な くともひ とつ の添 加 剤 を添 加 す る こ とで、

前 記 課 題 を解 決 す る こ とを見 出 した。

[001 0] 即 ち本 発 明 は、 外 部 電 場 に よ って液 体 を移 動 も しくは変 形 させ る こ とに よ

り色 あ る い は 明 る さ を変 調 す る光 変 調 方 式 の デ バ イ ス に使 用 す る分 離 液 状 着

色 組 成 物 で あ って、

着 色 液 体 （A ) と、 着 色 液 体 とは混 和 しな い液 体 （B ) と、 フ ッ素 系 界 面 活

性 剤 及 び シ リ コ ー ン 系 界 面 活 性 剤 か ら選 ばれ る少 な くともひ とつ の添 加 剤 （

C ) とを含 有 す る分 離 液 状 着 色 組 成 物 を提 供 す る。

[001 1] また本 発 明 は、 前 記 記 載 の分 離 液 状 着 色 組 成 物 に使 用 す る着 色 液 体 で あ つ

て、 着 色 剤 と、 フ ッ素 系 界 面 活 性 剤 及 び シ リコー ン系 界 面 活 性 剤 か ら選 ばれ

る少 な くともひ とつ の添 加 剤 （C ) とを含 む着 色 液 体 を提 供 す る。

[001 2] また本 発 明 は、 前 記 記 載 の分 離 液 状 着 色 組 成 物 に使 用 す る着 色 液 体 とは混

和 しな い液 体 で あ つて、 フ ッ素 系 界 面 活 性 剤 及 び シ リコ一 ン系 界 面 活 性 剤 か

ら選 ばれ る少 な くともひ とつ の添 加 剤 （C ) を含 む液 体 を提 供 す る。

[001 3] また本 発 明 は、 前 記 記 載 の分 離 液 状 着 色 組 成 物 の、 外 部 電 場 に よ って液 体

を移 動 も しくは変 形 させ る こ とに よ り、 色 あ る い は 明 る さ を変 調 す る光 変 調

方 式 の デ バ イ ス に お け る画 像 を生成 す るた め の組 成 物 と して の使 用 を提 供 す

る。

発明の効果

[0014] 本 発 明 に よ り、 着 色 液 体 中 の着 色 剤 が界 面 を超 え て着 色 液 体 とは混 和 しな

い液 体 側 に混 入 す る こ とを防 ぐこ とが で き、 混 和 後 に界 面 が不 明確 とな つた

り、 界 面 に凝 集 物 等 が発 生 した りす る こ とな く着 色 液 体 と着 色 液 体 とは混 和

しな い液 体 が速 や か に分 離 す る分 離 液 状 着 色 組 成 物 を得 る こ とが で きる。 該



分離液状着色組成物 は、外部 電場 によ って液体 を移動 も しくは変形 させ る こ

とによ り、色 あ るいは明 るさを変調 す る光変調方式のデバ イスにおける画像

を生成 す るための組成物 と して有 用 に使 用す る ことがで きる。

発明を実施するための形態

[001 5] (言 葉 の定義 ）

本発 明 において、 「混和 しない」 とは、 2 種 の液体 の接触界面 において、

視認 で きる混合層 が形成 されず、 かつ、滑 らかな界面 を形成 す る ことを表 す

。 本発 明 において、 「分離液状着色組成物 」 とは、分離即 ち混和せず互 い

に異 な る色調 や透 明度 を有 す る 2 種 の液体 を含 む組成物 を表 す。本発 明 にお

いては、前記 2 種 の液体 の うち、着色剤 を必須成分 と して含 む液体 を着色液

体 （A ) と称 し、着色剤 を任意成分 と して含 んで も含 まな くて もよ く前記着

色液体 （A ) とは分離即 ち混和 しない液体 を 「着色液体 （A ) とは混和 しな

い液体 （B ) 」 （あ るいは単 に液体 （B ) と称 す る場合 もあ る） と称 す。

エ レク 卜ロウヱ ッテ ィング等 の光変調方式のデバ イスに使 用 した際、前記

着色液体 （A ) は表示 の絵柄 を示 す液体 と して動作 し、前記液体 （B ) は、

表示絵柄 の背景 を示 す液体 と して動作 す る。

[001 6] (分離液状着色組成物 ）

本発 明の分離液状着色組成物 は、着色液体 （A ) と、前記着色液体 （A )

とは混和 しない液体 （B ) と、 フ ッ素系界面活性剤 及び シ リコー ン系界面活

性剤 か ら選 ばれ る少な くともひ とつの添加剤 （C ) とを含有 す る ことを特徴

とす る。

[001 7] (着 色液体）

本発 明の着色液体 （A ) は、溶媒 と着色剤 を含有 す る。溶媒 はその比誘電

率 によ って極性溶媒、非極性溶媒 に分類 され るが、本発 明 においては、比誘

電率 が 2 0 以上 の溶媒 を極性溶媒、 2 0 未満 の溶媒 を非極性溶媒 とす る。本

発 明では、着色液体 の溶媒 と して、極性溶媒、非極性溶媒 のいずれ も使 用す

る ことがで きる。

[001 8] (極 性溶媒）



本発明で使用する極性溶媒 と しては、エ レク 卜ロウエッテ ィングデバイス

において通常使用されている極性溶媒であれば、特 に限定はな く公知のもの

を使用で きる。具体的には例 えば、水、 メタノール、エタノール、 1 _ プロ

パ ノール、 1 ， 2 _ プロパ ンジ才一ル、 1 ， 3 _ プロパ ンジ才一ル、ェチ レ

ング リコール、 トリエチ レング リコール、 グ リセ リン、 ジエチ レング リコ一

ル、 ジプロピレング リコール、エチ レン力一ボネ一 卜、 プロピレン力一ボネ

— 卜、 1 ， 2 _ プチ レン力一ボネ一 卜、 グ リセ リン力一ボネ一 卜、 ジメチル

力一ボネ一 卜、 ジェチル カ一ボネ一 卜、 アセ トン、ホルムアミ ド、 N —メチ

ルホルムアミ ド、 ジメチルホルムアミ ド、 N —メチル ァセ 卜アミ ド、 ジメチ

ル ァセ 卜アミ ド、 ジメチルスルホキシ ド、 スルホラン、 —プロピオラク 卜

ン、 —バ レロラク トン、 ァ一プチ ロラク トン、 ァ一バ レロラク トン、 δ —

バ レロラク トン、 またはそれ らの任意の比率での混合物が挙 げ られる。

中でも、水、 メタノール、エタノール、 イソプロパ ノール、 1 ， 2 _ プロ

パ ンジオール、エチ レング リコール、 またはそれ らの混合物、 またはそれ ら

の物質を主成分 と して含むものが特 に好 ま しい。

またよ り高い比誘電率 を付与する目的で、極性溶媒中でイオ ン解離 をする

塩等の電解質を添加することもで きる。 イオ ンは、陽イオ ンであ っても陰ィ

オ ンであ ってもよい。

具体的には、例 えば、 ピラゾ リン、 2 _ イ ミダゾ リン、 ピラゾ一ル、 イミ

ダゾ リン_ 2 —チオ ン、 1 ， 2 ， 3 _ チアゾ一ル、 1 ， 2 ，4 _ チアゾ一ル

、 Ι Η —テ 卜ラゾール、才キサ ゾ リン、 5 —才キサ ゾロン、 イソキサ ゾ一ル

、才キサ ゾ一ル、 2 _ チアゾ リン、 イソチアゾ一ル、チアゾ一ル、 1 ， 2 ，

3 _ 才キサジァゾすなわち、 1 ， 2 ，4 _ 才キサジァゾすなわち、 1 ， 2 ，

5 —才キサジァゾすなわち、 1 ， 3 ，4 _ 才キサジァゾ一ル、 1 ， 3 ，4

—チアジアゾ一ル、 L Η —ピリジン_ 2 —オ ン、 ピぺ ラジン、 ピリジジン、

1 ， , 3 _ 卜リアジン、 1 ， 2 ，4 _ 卜リアジン、才キサジン、チオモル

ホ リン、才キサジァジン、才キサチアゾン、 イン ドリン、 イン ドール、 カル

バ ゾ一ル、 インダゾ一ル、ベ ンズイミダゾ一ル、 キノキサ リン、 フタラジン



、 1 ， 5 _ ナ フチ リジ ン、 フエナジ ン、ベ ンゾチアゾ一ル、 2 1~1 _ 1 の 1 ，

4 _ ベ ンゾ才キサジ ン、 フエノキサジ ン、 フエノチアジ ン等のカチオ ンを含

む塩 を使用することがで きる。

添加量 と しては、所望 の比誘電率 に応 じて適宜選択することがで きる。例

えば 1 0 重量％以 内の範 囲内で使用することがで きる。

[0020] (非極性溶媒）

本発明で使用する非極性溶媒 と しては、 エ レク 卜ロウエッテ ィングデバ イ

スにおいて通常使用 されている非極性溶媒であれば、特 に限定はな く公知の

ものを使用で きる。具体的には例 えば、非水性 の直鎖状及び / または分枝状

または環状 の炭素原子数 4 ~ 3 0 の アル カン、好 ま しくは、ペ ンタン、へ キ

サ ン、ヘ プタン、オ クタン、 ノナ ン、デ カン、 ゥンデ カン、 ドデ カン、 トリ

デ カン、テ トラデ カン、 シクロペ ンタン、 シクロへ キサ ン、 シクロヘ プタン

、 シクロオ クタン、 メチル シクロへ キサ ン、特 に好 ま しくは、デ カン、 ゥン

デ カン、 ドデ カン、 トリデ カン及びテ トラデ カンまたは これ らの任意の比率

の混合物 ；直鎖状及び / または分枝状及び / または環状 の炭素原子数 1 ~ 3

0 のハ ロアル カン、好 ま しくはジクロロメタン、 クロ口ホルム、テ 卜ラクロ

ロメタン、 ジクロロェタン、 トリクロロェタン、テ 卜ラクロロェタン、 クロ

ロシクロへ キサ ン、及びそれ らの位置異性体 ；炭素原子数 6 ~ 2 2 の芳香族

化合物、好 ま しくは、ベ ンゼ ン、 トルエ ン、 キシ レン、 メシチ レン、 または

これ らの任意の比率 の混合物 ；あるいは水素添加 された炭素原子数 1 0 ~ 2

2 の芳香族化合物、好 ま しくは、テ 卜ラ リン、 シス—デ カ リン及び トランス

—デ カ リン、 または これ らの任意の比率 の混合物、特 に好 ま しくは、 シス—

デ カ リン及び トラ ンス 一デ カ リン ；

[0021 ] ハ ロゲ ン化炭素原子数 6 ~ 2 2 の芳香族化合物、好 ま しくは、 クロ口べ ンゼ

ン、 フル才 ロベ ンゼ ン、 ジクロロベ ンゼ ンまたはジフル才 ロベ ンゼ ン、 トリ

クロ口ベ ンゼ ンまたは 卜リフル才 ロベ ンゼ ン、 クロロナ フタ レンまたはフル

才 ロナ フタ レン、及びそれ らの位置異性体 ；直鎖状及び / または分枝状及び

/ または環状 の炭素原子数 4 ~ 2 2 の アル コール、好 ま しくは、 プタノ一ル



、ペ ンタノ一ル、へキサ ノール、ヘ プタノ一ル、才 クタノール、 ノナ ノ一ル

、デカノ一ル、 ゥンデカノ一ル、 ドデカノ一ル、ベ ンジル アル コール、 フエ

ニルエタノール、 シクロペ ンタノ一ル、 シクロへキサ ノール、 シクロへ プタ

ノール、 またはシク口才 クタノール、及びそれ らの位置異性体 ；直鎖状及び

/ または分枝状及び/ または環状のエーテル、好 ま しくは、 ジェチルェ一テ

ル、 ジプロピルエーテル、 t e r t —プチル メチルェ一テル、 t e r t —ァ

ミル メチルエーテル、 t e r t —アミルェチルェ一テル、 ジメ トキシェタン

、 ジエ トキシェタン、 ジグ リム、 トリグ リム、 フラン、テ トラ ヒ ドロフラン

、テ トラ ヒ ドロメチル フラン、 ジ才キソラン、テ トラ ヒ ドロチ才 フェン、テ

トラ ヒ ドロピラン、 ジ才キサ ン、 メ トキシベ ンゼ ン、 メチルチオベ ンゼ ン、

ェ トキシベ ンゼ ン、及びそれ らの位置異性体 ；

直鎖状及び/ または分枝状及び/ または環状のケ トン、好 ま しくは、 卜リク

ロロアセ トン、 プタノン、ペ ンタノン、へキサ ノン、ヘ プタノン、才 クタノ

ン、 ノナ ノン、 シクロペ ンタノン、 シクロへキサ ノン、 ァセ 卜フエノン、 ァ

セチル アセ トン、及びそれ らの位置異性体 ；

直鎖状及び/ または分枝状及び/ または環状のァミン、好 ま しくは、 t e r

t —プチル ァミン、 ジアミノエタン、 ジェチル ァミン、 卜リエチル ァミン、

トリプチル ァミン、 ピロ リジン、 ピぺ リジン、 モルホ リン、 N —メチル ァニ

リン、及び N ， N _ ジメチル ァニ リン、及びそれ らの位置異性体 ；へキサメ

チルジシラン、 ジフエ二ルジメチルシラン、 クロ口フエニル 卜リメチルシラ

ン、 フエニル 卜リメチルシラン、 フエネチル 卜リス （卜リメチルシロキシ

) シラン、 フエニル 卜リス （卜リメチルシ口キシ）シラン、ポ リジメチルシ

ロキサ ン、テ トラフエ二ルテ 卜ラメチル 卜リシロキサ ン、ポ リ （3 ， 3 ， 3

— トリフル才 ロプロピル メチルシロキサ ン）、 3 ， 5 , 7 _ 卜リフエニル ノ

ナメチルペ ンタシロキサ ン、 3 ， 5 —ジフエ二ル才 クタメチルテ 卜ラシロキ

サ ン、 1 ， 1 ， 5 ， 5 —テ トラフェニル _ 1 ， 3 ， 3 ， 5 —テ 卜ラメチル 一

卜リシロキサ ン、及びへキサメチルシクロ 卜リシロキサ ン ；ハイ ドロフル才

口エーテル、 クロロジフル才 ロメタン、 1 ， 1 ， 1 ， 2 - テ トラフル才 ロエタ



ン、ペ ンタフル才ロェタン、ジフル才ロメタン、 トリフル才ロメタン、 1，

1， 1， , 3 ，3 ，3 _ ヘプタフル才ロプロパン、 1， 1 —ジフル才ロェ

タン、 1， 1， 1，3 ，3 ，3 _ へキサフル才ロプロパン、才クタフル才ロ

プロパン、または上記溶媒の任意の比率での混合物が挙げられる。

中でも、デカン、 ドデカン、 トリデカン、テ トラデカン、デカリン、テ 卜

ラリン、またはそれらの混合物、またはそれらの物質を主成分として含むも

のが特に好ましい。

[0023] (着色剤）

本発明の着色液体 （A ) で使用する着色剤としては、公知慣用の顔料ゃ染

料等を使用することができるが、耐候性等の観点から顔料を使用することが

好ましい。顔料としては、公知慣用の有機顔料あるいは無機顔料を使用する

ことができる。また、前記顔料を樹脂で被覆 してなる着色剤を使用すること

もできる。

[0024] 有機顔料としては、例えば、ペリレン ぺリノン系化合物顔料、キナクリ

ドン系化合物顔料、フタロシアニン系化合物顔料、アントラキノン系化合物

顔料、フタロン系化合物顔料、ジ才キサジン系化合物顔料、イソインドリノ

ン系化合物顔料、イソインドリン系化合物顔料、ジケ 卜ピロ口ピロ一ル系化

合物顔料、不溶性ァゾ系化合物顔料、溶性ァゾ系化合物顔料、縮合ァゾ系化

合物顔料、ァニリンブラック顔料等が挙げられる。有機顔料の具体例を挙げ

ると、例えば次の通りである。

[0025] ペ リレン ぺリノン系化合物顔料としては、例えばC . に P i g m e n

t V i o I e t 2 9、C . に P i g m e n t R e d 1 2 3 、同 1 4

9 、同 1 7 8 、同 1 7 9、C . に P i g m e n t B l a c k 3 1、同

3 2、C . I . P i g m e n t O a n g e 4 3 等の顔料が挙げられる

キナクリドン系化合物顔料としては、例えばC . I . P i g m e n t V

i o I e t 1 9 、同4 2、C . に P i g m e n t R e d 1 2 2 、同

2 0 2 、同2 0 6 、同2 0 7 、同2 0 9 、同2 8 2、C . に P i g m e n



t O a n g e 4 8 、同4 9 等の顔料が挙げられる。

[0026] フタロシアニン系化合物顔料としては、例えばC . に P i g m e n t B

l u e 1 5 、 1 5 : 1、 1 5 : 2 、 1 5 : 3 、 1 5 : 4 、 1 5 : 6 、 1 6 、

C . に P i g m e n t G e e n 7 、同 3 6 等の顔料が挙げられる。

アン トラキノン系化合物顔料としては、例えばC . に P i g m e n t B

l u e 6 0 、 C . に P i g m e n t Y e I l o w 2 4 、同 1 0 8 、 C .

に P i g m e n t R e d 1 6 8 、同 1 7 7 、 C . に P i g m e n t 0

a n g e 4 0 等の顔料が挙げられる。

[0027] フタロン系化合物顔料としては、例えば、C . に P i g m e n t Y e I

I o w 3 8 等の顔料が挙げられる。

ジ才キサジン系化合物顔料としては、例えばC . に P i g m e n t V i

0 I e t 2 3 、同 3 7 等の顔料が挙げられる。

[0028] イソイン ドリノン系化合物顔料としては、例えばC . に P i g m e n t

Y e I l o w 1 0 9 、同 1 1 0 、同 1 7 3 、 C . に P i g m e n t O r

a n g e 6 1 等の顔料が挙げられる。

イソイン ドリン系化合物顔料としては、例えばC . に P i g m e n t Y

e l l o w 1 3 9 、同 1 8 5 、 C . I . P i g m e n t O a n g e 6 6

、 C . に P i g m e n t B o w n 3 8 等の顔料が挙げられる。

ジケ 卜ピロ口ピロ一ル系化合物顔料としては、例えばC . に P i g m e

n t R e d 2 5 4 、同 2 5 5 等の顔料がある。

[0029] 不溶性ァゾ系化合物顔料としては、例えば C . に P i g m e n t Y e

1 l o w 1、同 3 、同 1 2 、同 1 3 、同 1 4 、同 1 7 、同 5 5 、同 7 3 、同

7 4 、同 8 1、同 8 3 、同 9 7 、同 1 3 0 、同 1 5 1、同 1 5 2 、同 1 5 4

、同 1 5 6 、同 1 6 5 、同 1 6 6 、同 1 6 7 、同 1 7 0 、同 1 7 1、同 1 7

2 、同 1 7 4 、同 1 7 5 、同 1 7 6 、同 1 8 0 、同 1 8 1、同 1 8 8 、 C .

に P i g m e n t O a n g e 1 6 、同 3 6 、同 6 0 、 C . に P i g

m e n t R e d 5 、同 2 2 、同 3 1、同 1 1 2 、同 1 4 6 、同 1 5 0 、同 1

7 1、同 1 7 5 、同 1 7 6 、同 1 8 3 、同 1 8 5 、同 2 0 8 、同 2 1 3 、 C



. に P i g m e n t V i o l e t 4 3 、同4 4 、 C . に P i g m e n t

B l u e 2 5 、同 2 6 等の顔料が挙げられる。

[0030] 溶性ァゾ系化合物顔料としては、例えばC . に P i g m e n t R e d

5 3 : 1、同 5 7 : 1、同4 8 等の顔料がある。

縮合ァゾ系化合物顔料としては、例えば C . に P i g m e n t Y e I

l o w 9 3 、同 9 4 、同 9 5 、同 1 2 8 、同 1 6 6 、 C . に P i g m e n

t O r a n g e 3 1 C . に P i g m e n t R e d 1 4 4 、同 1 6 6 、同

2 1 4 、同 2 2 0 、同 2 2 1、同 2 4 2 、同 2 4 8 、同 2 6 2 、 C . に P

i g m e n t B o w n 4 1、同4 2 等の顔料がある。

ァニリンブラック顔料としては、C . I . P i g m e n t B l a c k 1

があげられる。

[0031 ] 無機顔料としては、例えば、酸化チタン、硫化亜鉛、鉛白、亜鉛華、 リ卜

ボ ン、 アンチモンホワイ ト、塩基性硫酸鉛、塩基性ケィ酸鉛、硫酸バ リウム

、炭酸カルシウム、石膏、シリカ、力一ポンプラック、鉄黒、チタンプラッ

ク、 コ ノくリレ卜バイオレット、バ一ミリオン、モリプデンオレンジ、鉛丹、ベ

ンガラ、黄鉛、カ ドミウムイエロ一、ジンククロメ一 卜、イエロ一才一力一

、酸化クロム、群青、紺青、コバル トプル一等が挙げられる。

[0032] また、染料としては、例えば、C . に アシッド ブラック 1、 2 、 7 、

1 6 、 7 、 2 4 、 2 6 、 2 8 、 3 1、 4 1、 4 8 、 5 2 、 5 8 、 6 0 、 6

3 、 9 4 、 1 0 7 、 1 0 9 、 1 1 2 、 1 1 8 、 1 1 9 、 1 2 1、 1 2 2 、 1

3 、 5 5 、 1 5 6 ； I . アシッド イエロ一 1、 3 、 4 、 フ、 1 1

、 、 3 、 1 4 、 ，、 1 8 、 1 9 、 2 3 、 2 5 、 2 9 、 3 4 、 3 8 、

4 0 、 4 、 4 2 、 4 4 、 4 9 、 5 3 、 5 5 、 5 9 、 6 1、 7 1 7 7

6 、 8 、 7 9 、 9 9 、 1、 1 1 4 、 1 1 6 、 1 2 2 、 1 3 5 4

、 6 、 1 7 2 、 C . I ァシッド オレンジ 7 、 8 、 1 0 、 1 9 、 2

0 、 2 4 、 2 8 、 3 3 、 、 4 5 、 5 1、 5 6 、 6 4 C I . ァシッド

レッ ド' 、 4 、 6 、 8 、 3 、 1 4 、 1 5 、 1 8 、 9 、 2 1、 2 6 、 2

7 、 3 0 、 3 2 、 3 4 、 3 5 、 3 7 、 4 0 、 4 2 、 4 4 、 5 1、 5 2 、 5 4



、 5 7 、 8 0 8 2 、 8 3 、 8 5 、 8 7 、 8 8 、 8 9 、 9 2 、 9 4 、 9 7 、

0 6 、 0 8 、 1 0 、 1 、 1 1 4 、 1 5 、 9 、 2 9 3

、 3 3 、 1 3 4 、 1 3 5 、 4 3 、 1 4 3 ： 、 4 4 、 5 2 、 1 5

4 、 5 5 、 1 7 2 、 1 7 6 、 8 0 、 1 8 4 、 8 6 、 8 7 、 2 4 9 、

2 5 4 、 2 5 6 2 8 9 、 3 1 7 、 3 1 8 C . I ァシッド' ノくィ 才 レツ

卜7 、 、 5 、 3 4 、 3 5 、 1 、 4 3 、 4 9 、 5 、 5 ； に

ァシ ッ ド' プル一 1 、 7 、 9 、 5 、 2 2 、 2 3 、 2 5 、 2 Ί 、 2 9 4 0

、 、 3 4 5 、 4 9 、 5 、 5 3 、 5 5 、 5 6 、 5 9 、 6 2 、 7 8 、

8 0 、 8 、 8 3 、 9 0 、 9 2 、 9 3 、 1 0 2 、 0 4 、 、 1 1 3 、

7 、 2 0 、 2 4 、 2 6 、 1 3 8 、 1 4 5 、 6 ，、 7 1 、 1 7

5 8 3 、 2 2 9 、 2 3 4 、 2 3 6 、 2 4 9 ；c I . ァシ ッ ド ダ リー

ン 3 、 9 、 2 、 6 、 9 、 2 0 、 2 5 、 2 7 、 4 、 4 4 ；C . に ァ

ブラウン4 、 1 4 等の酸性染料や、

C . に べ ィシ ック フラック 2 . 8 ；C I . べ ィシ ック ィエ ロ- 、

2 、 1 1 、 1 2 、 1 4 、 2 1 、 3 2 、 3 6 C . に べ ィシ ック 才 レンジ

2 、 1 5 、 2 1 、 2 ；C I . べ ィシ ック レッ ド' 1 、 2 、 9 、 1

3 、 3 7 ；C . に べ イシ ック バイオ レッ 卜1 、 3 、 7 、 0 、 1 4 ；C

. I . べ ィシ ック プル一 1 、 。、 7 、 9 、 2 4 2 5 2 6 、 2 8 、

2 9 ；C . に べ ィシ ック グ リー ン 1 、 4 ；ベ イシ ック プラゥン 、

2 等の塩基性染料や、

C . に ダイ レク 卜 ブラック 2 、 4 、 9 、 1 1 、 1 4 、 ，、 1 9 、 2 2

、 2 7 、 3 2 、 3 6 、 3 8 、 4 1 、 4 8 、 4 9 5 5 6 、 6 2 、 、

7 4 、 7 5 、 7 7 、 7 8 、 8 0 0 5 、 1 0 6 0 7 、 0 8 、

、 1 1 3 、 1 1 7 、 1 3 2 、 1 4 6 、 5 4 、 1 6 8 、 1 、 1 9 4 ； I

. C . ダイ レク 卜 イエ ロ― 1 、 2 、 4 、 8 、 1 1 、 1 2 、 4 、 2 6 、 2

7 、 2 8 、 3 3 、 3 4 、 3 9 、 4 1 、 4 2 、 4 4 、 5 0 、 5 、 5 8 、 1

、 8 5 、 8 6 、 8 7 、 8 8 、 9 8 0 0 、 1 1 0 、 1 2 3 5 、

1 、 1 4 2 、 4 4 ；C . I . ダイ レク オ レンジ 6 、 8 、 0 、 2 6 、



9 、 4 1 、 4 9 、 5 2 、 1 0 2 C . に ダイ レク 卜 レッ ド' 、 4

8 、 9 、 1 1 、 1 3 、 1 5 、 7 、 2 0 、 2 3 、 2 4 、 2 8 、 3 1 、 3 3

3 7 、 3 9 、 4 4 、 4 6 、 4 7 、 4 8 、 5 1 、 5 9 、 6 2 、 6 3 、 1 3 、

5 、 7 7 、 8 0 、 8 1 、 8 3 、 8 4 、 8 5 、 8 7 、 8 9 、 9 0 、 9 4 、 9

、 9 9 、 1 0 1 、 1 0 8 、 1 1 0 、 1 4 5 、 1 8 9 、 1 9 フ、 2 0 、 2

4 、 2 2 5 、 2 2 6 、 2 2 7 、 2 3 0 、 2 5 0 、 2 5 4 、 2 5 6 、 2 5 7

C . に ダイ レク 卜 バイオ レッ 1 、 7 、 9 、 1 2 、 3 5 4 8 、 5

9 0 、 9 4 ；C . に ダイ レク プル— 1 、 2 、 6 、 8 、 5 、 2 2 、

5 、 3 4 、 6 9 、 7 0 、 7 1 、 7 2 、 7 5 、 7 6 、 7 8 、 8 0 、 8 1 、 8

、 8 3 、 8 6 、 9 0 、 9 8 、 0 6 、 1 1 0 、 1 1 0 、 2 0 、 1 2 3 、

5 8 、 1 6 3 、 1 6 5 、 1 9 2 、 1 9 3 、 1 9 4 、 1 9 5 、 9 6 、 9

、 2 0 0 、 2 0 1 、 2 0 2 、 2 0 3 、 2 0 7 、 2 1 8 、 2 3 6 、 2 3 7 、

3 9 、 2 4 6 、 2 5 8 、 2 8 7 ダイ レク ト グ リー ン 1 、 6 8 、 2 8

3 3 、 3 7 、 6 3 、 6 4 ；C . I ダイ レク ト ブラウン A 、 2 、 6

5 、 2 7 、 4 4 、 5 8 、 9 5 、 1 0 、 1 0 1 、 1 0 6 、 2 1 1 3 、

9 4 、 1 9 5 、 2 0 9 、 2 1 0 、 2 等の直接染料や、

. に リアクテ プ プラック 1 、 3 、 5 、 6 、 8 、 2 、 ；C . 1 .

ァクテ プ イエ ロ一 1 、 2 、 3 、 1 3 、 1 4 、 1 5 、 1 7 ； I . リア

テ プ オ レンジ 2 、 5 、 7 、 6 、 2 0 、 2 4 ; 、 リアクテ プ レッ ド' 6

7 、 1 1 、 1 2 、 1 5 、 1 7 、 2 1 、 2 3 、 2 4 、 3 5 、 3 6 、 4 2 、 6

、 6 6 、 8 4 、 8 4 ；C . I リァクテ プ バイオ レツ 卜2 、 4 、 5

、 9 ；C . に リアクテ プ プル一 2 、 5 、 7 、 1 2 、 1 3 、 4 、 5

1 7 、 1 8 、 1 9 、 2 0 、 2 1 、 2 5 、 2 7 、 2 8 、 3 7 、 3 8 、 4 0 、

1 ；C . に リァクテ プ ダ リ― ン 5 、 7 ；リアクテ プ ブラウン 、

6 等の反応性染料や、

C . に フ一 ド プラック 1 、 2 C . に フ一 ド イエ ロ— 3 、 4 、 ；

C . に フー ド レッ ド2 、 3 、 7 、 9 、 1 4 、 5 2 、 8 7 、 9 2 、 9 4 、

0 2 、 1 0 4 、 1 0 5 、 1 0 6 ， C . に フー ド バイオ レツ 卜2 ；



に フード プル一 1、 2 ；C . に フード グリーン2 、 3 等の食品用色

素等が挙げられる。

[0037] (着色剤 ：添加量）

前記着色液体 （A ) において、使用する溶媒に対する前記着色剤の添加量

は 1 ~ 5 0 重量％の範囲が好ましく、より好ましくは2 ~ 1 0 重量％の範囲

である。

[0038] また、前記顔料を樹脂で被覆することで、媒体中に安定に顔料分散させる

ことができ、より色濃度の高い着色液体 （A ) を得ることができ、同種の顔

料を使用した場合と比較すると、同じ配合量であってもより高い着色度を得

ることができる。

[0039] (被覆樹脂）

前記顔料を被覆する樹脂としては特に限定はなく、各種樹脂を使用するこ

とができる。例えば、ポリビニル系樹脂、ポリエステル系樹脂、アミノ系樹

月旨、アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリエーテル

系樹脂、ポリアミド系樹脂、不飽和ポリエステル系樹脂、フエノール系樹脂

、シリコーン系樹脂、フッ素系高分子化合物等が挙げられる。また樹脂の被

覆方法としても、特に限定はなく公知の方法で被覆された顔料を得ることが

できる。具体的な例としては、例えば、前記樹脂を溶解させた溶液中に顔料

を加え樹脂の溶解性を変化させて顔料に樹脂を被覆させる方法や、樹脂と顔

料を強制混練させて顔料に樹脂を被覆させる方法、顔料の存在下で樹脂原料

であるモノマ一を反応させながら顔料に樹脂を被覆させる方法等が挙げられ

る。

[0040] 例えば、顔料表面に反応性化合物を吸着させた後、重合開始剤を加えて重

合させる方法がある。具体的な例としては、高分子を構成する分子鎖 （主鎖

又は側鎖）中、又は分子鎖末端にメルカプト基を有するか、又は、ァゾ系重

合開始剤又は過酸化物系重合開始剤が化学的に結合した状態で導入された構

造を有する、ポリビニルアルコール、ヒドロキシェチルセルロース、ヒドロ

キシプロピルセルロース、ポリアクリル酸等の水溶性高分子の溶液中に顔料



粒子を分散 させて、顔料粒子表面に前記水溶性高分子を吸着 させる第一工程

、及び吸着処理 された顔料粒子の水性分散液 に、 ビニル芳香族化合物、 （メ

タ）アク リル酸エステル、 ビニルシアン化合物、 N —置換マ レイミ ド誘導体

等の ビニル単量体を加え、重合開始剤の存在下、重合を行 って、顔料粒子表

面に重合体層を形成 させる第二工程 により、樹脂で被覆 された顔料を得 るこ

とができる。

[0041 ] また、重合性界面活性剤 を使用する方法もある。具体的な例 と しては、水

性有機溶媒および/ または水中において、顔料 と重合性 ノニオ ン性およびァ

二オ ン性の両方の親水性 を有する重合性界面活性剤 とを加えて、超音波、ボ

—ル ミルあるいはサ ン ドグラインダ一などにより分散 し湿式粉砕 した後 に、

必要に応 じて粉砕処理 を続 けなが ら、 アク リル酸、 アク リル酸エステル、 メ

タク リル酸、およびメタク リル酸エステル等のモ ノマーと重合開始剤 とを加

えて、 4 0 ~ 1 0 0 °〇で 1 0 ~ 6 0 時間重合反応させることにより、樹脂で

被覆 された顔料を得 ることができる。

[0042] また、顔料表面でグラフ 卜重合させる方法もある。具体的な例 と しては、

水性有機溶媒および/ または水中において、シランカツプ リング処理 を した

顔料に、 メタク リル酸、 メタク リル酸 メチル、 ァク リル酸、 ァク リル酸 メチ

ル、 アク リロニ トリル、 アク リルアミ ド、酢酸 ビニル、 N — ビニル ピロリ ド

ン等のモ ノマ 一 を反応させることで、顔料で被覆 された顔料を得 ることがで

きる。

[0043] また、両性ポ リマーと顔料を有機溶媒中で分散後、水相 に転相乳化する方

法もある。具体的な例 と しては、ポ リビニル系樹脂、ポ リエステル系樹脂、

アミノ系樹脂、 アク リル系樹脂、エポキシ系樹脂、ポ リウレタン系樹脂、ポ

リエ一テル系樹脂、ポ リアミ ド系樹脂、不飽和ポ リエステル系樹脂、 フエ ノ

—ル系樹脂、シ リコーン系樹脂、 フッ素系高分子化合物であって、 カルボキ

シル基、スルホン酸基、ホスホン酸基等のァニオ ン性基を有する有機高分子

化合物の中和物 と顔料 とを含有する混合体を有機溶媒相 と し、該有機溶媒相

に水を投入するか、 も しくは水中に該有機溶媒相 を投入することにより自己



分散 （転相乳化）させることで、樹脂で被覆された顔料を得ることができる

[0044] また、溶媒として非水溶媒を使用する方法もある。具体的な例としては、

へキサン、オクタン、イソオクタン、デカン、イソデカン、デカリン、ノナ

ン、 ドデカン、イソ ドデカン、ェクソン社のアイソパ一 E、アイソパ一G、

アイソパ一H、アイソパ一 L 、フィリップ石油社のソル ト一ル、出光石油化

学社の I P ソルベン ト、石油ナフサではシェル石油化学社のS . B . R . 、

シェルゾ一ル 7 0 、シェルゾ一ル 7 1、モ一ビル石油社のベガゾ一ル等の非

水溶媒中で、必要により口ジン処理、ポリマ一処理、グラフ 卜化処理、プラ

ズマ処理等の方法で表面処理 した顔料を該非水溶媒中に微粒子状に分散 して

得た着色成分微粒子をシ一 ド粒子として、炭素数 1 ~ 6 の脂肪族カルボン酸

(酢酸、プロピオン酸、酪酸、モノクロ口酢酸、 トリフロロプロピオン酸等

) のビニルエステル類あるいはァリルエステル類 ；アクリル酸、メタクリル

酸、クロ トン酸、ィタコン酸、マレイン酸等の不飽和カルボン酸の炭素数 1

~ 4 の置換されてもよいアルキルエステル類またはアミ ド類 ；スチレン誘導

体 ；アクリル酸、メタクリル酸、クロ トン酸、マレイン酸、ィタコン酸等の

不飽和カルボン酸 ；マレイン酸、イタコン酸の環状酸無水物 ；ァクリロ二 卜

リル ；メタクリロニ トリル ；重合性二重結合基含有のへテロ環化合物等の一

官能性重合性単量体の少なくとも一種と、該非水溶媒に溶媒和する部分と、

該非水溶媒に溶媒和 しにくく、重合により生成する樹脂粒子に会合又は吸着

しゃすい部分を持っているような、非水溶媒中に可溶な分散安定化剤を加え

た分散液を、重合開始剤の存在下に分散重合させることで、樹脂で被覆され

た顔料を得ることができる。

[0045] (着色液体 製造方法）

本発明で使用する着色液体は、公知の顔料分散体の製造方法によって得る

ことができる。

一例を挙げると、前記着色剤、及び溶媒、必要に応 じ分散安定化のための

分散剤を加えた混合物をビーズミル等の通常の分散機を用いて前記色素を分



散することで得ることができる。また、予め、 ビーズミル等の通常の分散機

を用いて高濃度の分散液 （ミルベース）を作製後、更に非極性溶媒で所望の

粘度に混合攪拌 して、希釈することで調整できる。

[0046] 顔料を分散させるための攪拌 分散装置としては、 ビーズミルの他、たと

えば超音波ホモジナイザ一、高圧ホモジナイザ一、ペイン トシエ一力一、ボ

—ル ミル、 ロール ミル、サ ン ドミル、サ ン ドグラインダー、 ダイノ一 ミル、

ディスパ一マット、 S C ミル、ナノマイザ一など、公知慣用の各種分散機を

使用することができる。

[0047] このようにして得 られた着色液体は、低粘度である方が光変調のスィツチ

ングにおける応答速度を向上させることができる。このためには、着色液体

の粘度が 2 5 °C において 3 0 0 m P a s 未満、より好ましくは 1 0 0 m P

a s 未満が好ましい。

[0048] (着色液体とは混和 しない液体 （B ) )

本発明で使用する液体 （B ) は、前記着色液体 （A ) が極性溶媒を含有す

るときは、通常、前記液体 （B ) には非極性溶媒が使用される。また前記着

色液体 （A ) が非極性溶媒を含有するときは、通常、前記液体 （B ) には極

性溶媒が使用される。

[0049] 前述の通り、前記液体 （B ) は表示絵柄の背景を示す液体として動作する

ことから、視認性の面から、前記着色液体 （A ) よりも透過度が高いほうが

好ましい。この観点から、前記液体 （B ) は、着色剤を含まないか （この場

合、背景が透明の表示絵柄が得 られる）、あるいは画像表示機能に影響を及

ぼさない範囲で、例えば前記着色液体 （A ) よりも透明度が高い状態となる

ように、着色剤を含んでいてもよい。

具体的には、後述の着色液状組成物が黒色に着色されていた場合、前記液

体 （B ) は透明性を有 しておれば無色である必要はなく、有色であってもよ

し、。例えば、色純度と色濃度が高く、透明性の高い着色剤を使用 し、シアン

、マゼンタ、イエロ一、必要に応 じて緑や白等に着色 した液体 （B ) とする

ことができる。



着色剤 は色剤 と して使用されているものな ら特 に限定はな く、前述の着色

液体 （A ) で使用する着色剤 と して使用する有機顔料、無機顔料、染料等が

使用で きる。デバイスと して使用する場合は、前記着色液体 （A ) に使用す

る色味 とは異なる色味の着色剤 を選択することが好 ま しい。

[0050] (添加剤 ( C ) )

本発明で使用する添加剤 （C ) は、 フッ素系界面活性剤及びシ リコー ン系

界面活性剤か ら選ばれる少な くともひ とつの添加剤である。添加剤 （C ) は

、前記着色液体 （A ) に添加 した後、前記液体 （B ) と混合 させてもよ く、

あるいは前記液体 （B ) に添加 した後前記着色液体 （A ) と混合 させてもよ

く、あるいは前記着色液体 （A ) と前記液体 （B ) と添加剤 （C ) とを同時

に混合 させてもよ く、特 に限定はない。

[0051 ] ( フッ素系界面活性剤）

本発明の添加剤 （C ) と して用いることので きるフッ素系界面活性剤 は、

具体的には、 フッ素化 アルキル基、 フッ素化 アルキ レン基、 フッ素化 アルキ

ルェ一テル基、及び フッ素化 アルキ レンエーテル基か らなる群か ら選ばれる

少な くとも 1 つの官能基 を有するフッ素系重合体であるフッ素系界面活性剤

である。

前記 フッ素化 アルキル基 とは、 アルキル基中の全ての水素原子がフッ素原

子に置換 されたもの （パ一フル才 ロアルキル基） と、 アルキル基中の一部の

水素原子がフッ素原子で置換 されたもの （例 えば、 H C F 2 C F 2 C F 2 C F 2

—等） との総称であ り、直鎖状、分岐状の何れの基でも良い。

またフッ素化 アルキルェ 一テル基は前記 フッ素化 アルキル基中に酸素原子

を含むもの （例 えば、 C F 3 _ ( O C F 2 C F 2 ) 2 _ 等）である。

また、 フッ素化 アルキ レン基 とは、例 えば、炭素原子数 1 ~ 3 の 2 価 フッ

素化 アルキル基 と酸素原子が交互 に連結 した構造である。炭素原子数 1 ~ 3

の 2 価 フッ素化 アルキル基は、一種類であ っても良い し複数種の混合であ つ

ても良い。

またフッ素化 アルキ レンエーテル基は、前記 フッ素化 アルキ レン基中に酸素



原子を含むものである。

[0052] 一般に、フッ素化アルキル基またはフッ素化アルキレン基は疎水性であり

且つ疎油性である。従って、フッ素化アルキル基を有する化合物を界面活性

剤として機能させるためには、これが添加される様々な媒体 （溶液や樹脂）

との相溶性を維持する必要がある。すなわち、前記活性剤は親媒性基 （親油

性基及び/ 又は親水性基）を有する必要がある。

本発明においては、媒体は極性媒体あるいは非極性媒体のいずれも使用可

能であることから、フッ素系界面活性剤が有する必要のある親媒性基は多様

にわたる。このようなフッ素系界面活性剤では、フッ素を含む官能基と、媒

体に対 して相溶性を維持する親媒性基の組み合わせについて、自由度の高い

設計を行うことのできる、重合体を選択することが有利である。 このような

重合体型のフッ素系界面活性剤は、後述のフッ素化アルキル基、フッ素化ァ

ルキレン基、フッ素化アルキルェ一テル基、フッ素化アルキレンェ一テル基

からなる群から選ばれる少なくとも 1 つの官能基と、片末端または両末端に

重合性基を有する単量体 （F M ) と、親媒性基を有する単量体 （H M ) とを

共重合させることで得ることができる。

[0053] 前記フッ素化アルキル基、フッ素化アルキレン基、フッ素化アルキルェ一

テル基、及びフッ素化アルキレンエーテル基からなる群から選ばれる少なく

とも 1 つの官能基と、片末端または両末端に重合性基を有する単量体 （F M

) としては、例えば、フッ素化へキシルメチル （メタ）ァクリレー 卜、 2 _

フッ素化へキシルェチル （メタ）ァクリレー 卜、フッ素化才クチルメチル （

メタ）ァクリレー 卜、 2 _ フッ素化才クチルェチル （メタ）ァクリレー 卜、

フッ素化プタンジ才一ルジ （メタ）ァクリレー 卜、フッ素化へキサンジ才一

ル （メタ）ァクリレー 卜、フッ素化へキサンジ才一ルジ （メタ）ァクリレー

卜、フッ素化ポリメチレングリコールモノ （メタ）ァクリレー 卜、フッ素化

ポリメチレングリコ一ルジ （メタ）ァクリレー 卜、フッ素化ポリエチレング

リコールモノ （メタ）ァクリレー 卜、フッ素化ポリエチレングリコ一ルジ （

メタ）ァクリレー 卜、フッ素化ポリテ 卜ラメチレングリコールモノ （メタ）



ァクリレー 卜、フッ素化ポリテ 卜ラメチレングリコ一ルジ （メタ）ァクリレ

— 卜、フッ素化へキサノール_ 2 _ イソシアナ 卜ェチル （メタ）ァクリレー

卜付加物、フッ素化才クタノール_ 2 _ イソシアナ 卜ェチル （メタ）ァクリ

レ一 卜付加物、フッ素化へキサンジ才一ル_ 2 _ イソシアナ 卜ェチル （メタ

) ァクリレー 卜2 付加物、フッ素化オクタンジ才一ル一2 _ イソシアナ 卜ェ

チル （メタ）ァクリレー 卜2 付加物、 ビス （フッ素化へキシル）グリセリン

_ 2 _ イソシアナ 卜ェチル （メタ）ァクリレー 卜付加物、 ビス （フッ素化才

クチル）グリセリン_ 2 _ イソシアナ 卜ェチル （メタ）ァクリレー 卜2 付加

物、フッ素化ポリメチレングリコール_ 2 _ イソシアナ 卜ェチル （メタ）ァ

クリレ一 卜付加物、フッ素化ポリメチレングリコール_ 2 _ イソシアナ 卜ェ

チル （メタ）ァクリレー 卜2 付加物、フッ素化ポリエチレングリコール一2

—イソシアナ 卜ェチル （メタ）ァクリレー 卜付加物、フッ素化ポリエチレン

グリコール_ 2 _ イソシアナ 卜ェチル （メタ）ァクリレー 卜2 付加物、など

が挙げられるが、これらに限定されるものではない。なおここでのフッ素化

とは、アルキル基もしくはアルキレン基の水素原子の一部もしくは全部がフ

ッ素原子で置換されていることを示す。またこれらの単量体 （F M ) は、 1

種類のみで用いることも2 種以上併用することもできる。またフッ素化アル

キレン基を有するジ （メタ）ァクリレー 卜は、あまり大量に使用するとゲル

化の恐れがあることから、使用量は控えめとすることが好ましい。

なお本発明において （メタ）ァクリレー 卜は特に断りのない限り、ァクリ

レー 卜及び/ 又はメタクリレー 卜を示す。

[0054] また、親媒性基を有する単量体 （H M ) としては、アルキル基を有する単

量体、芳香族基を有する単量体、ポリオキシアルキル基を有する単量体、ポ

リオキシアルキレン基を有する単量体、ポリオルガノシロキサン基を有する

単量体、 （メタ）アクリルアミ ド、 ビニルピリジン類等があげられ、適宜組

み合わせて使用することもできる。

[0055] アルキル基を有する単量体としては、例えば、メチル （メタ）ァクリレー

卜、ェチル （メタ）ァクリレー 卜、プロピル （メタ）ァクリレー 卜、プチル



(メタ）ァクリレー卜、才クチル （メタ）ァクリレー卜、 2 _ ェチルへキシ

ル （メタ）ァクリレー卜、デシル （メタ）ァクリレー卜、 ドデシル （メタ）

ァクリレー卜、ステアリル （メタ）ァクリレー卜等の （メタ）アクリル酸の

炭素原子数が 1 ~ 1 8 のアルキルエステル ；ジシクロペンタニル才キシルェ

チル （メタ）ァクリレー卜、イソボルニル才キシルェチル （メタ）ァクリレ

—卜、イソボルニル （メタ）ァクリレー卜、ァダマンチル （メタ）ァクリレ

—卜、ジメチルァダマンチル （メタ）ァクリレー卜、ジシクロペンタニル （

メタ）ァクリレー卜、ジシクロペンテニル （メタ）ァクリレー卜等の （メタ

) アクリル酸の炭素原子数 1 ~ 1 8 の橋架け環状アルキルエステル ；マレイ

ミド、メチルマレイミド、ェチルマレイミド、プロピルマレイミド、プチル

マレイミド、へキシルマレイミド、才クチルマレイミド、 ドデシルマレイミ

ド、ステアリルマレイミド、シクロへキシルマレイミド等のアルキルマレイ

ミド類などが挙げられる。

[0056] 芳香族基を有する単量体としては、同一分子内に、ビニル基と、置換基を

有していてもよいベンゼン環やナフタレン環等の芳香環とを併せ持つ構造を

有する単量体であれば、特に制限なく用いることができる。例えば、スチレ

ン、ベンジル （メタ）ァクリレー卜、フエノキシェチル （メタ）ァクリレー

卜、 2 —ヒドロキシ一3 —フエノキシプロピル （メタ）ァクリレー卜、フエ

ノキシ一ポリエチレングリコール （メタ）ァクリレー卜、ノニルフエノキシ

—ポリエチレングリコール （メタ）ァクリレー卜等が挙げられる。

[0057] ポリオキシアルキル基またはポリオキシアルキレン基を有する単量体とし

ては、例えばポリプロピレングリコールモノ （メタ）ァクリレー卜、ポリテ

卜ラメチレングリコール （メタ）ァクリレー卜、ポリ （エチレングリコール

プロピレングリコール）モノ （メタ）ァクリレー卜、ポリエチレングリコ

—ル ポリプロピレングリコールモノ （メタ）ァクリレー卜、ポリ （ェチレ

ングリコール テ卜ラメチレングリコール）モノ （メタ）ァクリレー卜、ポ

リエチレングリコール ポリテ卜ラメチレングリコールモノ （メタ）ァクリ

レ一卜、ポリ （プロピレングリコール テ卜ラメチレングリコール）モノ （



メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リプ ロ ピ レン グ リコール ポ リテ 卜ラ メチ レン ダ リ

コール モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リ （プ ロ ピ レン グ リコール プチ レン

グ リコール ） モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リプ ロ ピ レン グ リコール ポ リ

プチ レン グ リコール モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リ （エ チ レン グ リコール

プチ レン グ リコール ） モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リエ チ レン グ リコ一

ル ポ リプチ レン グ リコール モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リ （テ 卜ラエ チ

レン グ リコール プチ レン グ リコール ） モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リテ

トラエ チ レン グ リコール ポ リプチ レン グ リコール モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー

卜、 ポ リプチ レン グ リコール モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リ （エ チ レン グ

リコール ' 卜リメチ レン グ リコール ） モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リェ チ

レン グ リコ一ル ' ポ リ 卜リメチ レン グ リコ一ル モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、

ポ リ （プ ロ ピ レン グ リコール 卜リメチ レン グ リコール ） モ ノ （メ タ） ァ ク

リ レー 卜、 ポ リプ ロ ピ レン グ リコ一ル ' ポ リ 卜リメチ レン グ リコ一ル モ ノ （

メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リ （卜リメチ レン グ リコール テ 卜ラ メチ レン ダ リ

コール ） モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リ 卜リメチ レン グ リコール ポ リテ

卜ラ メチ レン グ リコール モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リ （プチ レン グ リコ

—ル 卜リメチ レン グ リコール ） モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜、 ポ リプチ レン

グ リコール ポ リ 卜リメチ レン グ リコール モ ノ （メ タ） ァ ク リ レー 卜等 が挙

げ られ る。

ポ リオ ル ガ ノシ ロキサ ン基 を有 す る単 量 体 と して は、 3 _ ( メ タ） ァ ク リ

ロキ シ プ ロ ピル 卜リメ トキ シ シ ラ ン、 3 _ ( メ タ） ァ ク リロキ シ プ ロ ピル メ

チル ジ メ トキ シ シ ラ ン、 3 _ ( メ タ） ァ ク リロキ シ プ ロ ピル ジ メチル メ トキ

シ シ ラ ン、 3 _ ( メ タ） ァ ク リロキ シ プ ロ ピル 卜リエ トキ シ シ ラ ン、 3 _ (

メ タ） ァ ク リロキ シ プ ロ ピル ェ チル ジ ェ トキ シ シ ラ ン、 3 _ ( メ タ） ァ ク リ

ロキ シ プ ロ ピル ジ ェ チル エ トキ シ シ ラ ン、 3 _ ( メ タ） ァ ク リロキ シ プ ロ ピ

ル メチル ジ ェ トキ シ シ ラ ン、 3 _ ( メ タ） ァ ク リロキ シ プ ロ ピル トリク ロ 口

シ シ ラ ン、 3 _ ( メ タ） ァ ク リロキ シ プ ロ ピル モ ノメチル ジ ク ロ ロシ シ ラ ン

、 3 - ( メ タ） ァ ク リロキ シ プ ロ ピル ジ メチル ク ロ ロシ ラ ン、 3 _ ( メ タ）



ァクリロキシプロビルモノエチルジクロロシラン、 3 _ (メタ）ァクリロキ

シプロピルジェチルクロロシラン等のシランカツプング基含有単量体、 3 -

( 1， 1， , 2 , 2 _ ペンタメチルジシロキシ）一プロピル （メタ）ァク

リレー 卜、 3 _ ( 2 , 2 , 2 _ 卜リメチル_ 1， 1 —ジフエ二ルジシロキシ

) —プロピル （メタ）ァクリレー 卜、 3 _ ( 1， , 2 , 2 —テ 卜ラメチル

— 1 —フエ二ルジシ口キシ）一プロピル （メタ）ァクリレー 卜、 3 — ( 2 ,

2 , 2 _ 卜リメチル_ 1， 1 —ジプロピルジシロキシ）一プロピル （メタ）

ァクリレー 卜、 3 _ ( 2 , 2 , 2 _ 卜リメチル_ 1， 1 —ジ才クチルジシ口

キシ）一プロピル （メタ）ァクリレー 卜、 3 _ ( 2 , 2 , 2 _ 卜リメチル一

1， 1 —ジ ドデシルジシ口キシ）一プロピル （メタ）ァクリレー 卜、 3 _ (

1， 1， , 2 , 3 ，3 ，3 _ ヘプタメチル 卜リシ口キシ）一プロピル （メ

タ）ァクリレー 卜、 2 _ ( 2 _ ( 1， 1， , 2 , 2 _ ペンタメチルジシロ

キシ）一エ トキシ）ェチル （メタ）ァクリレー 卜、 1， 1 — トリフル才ロメ

チル一3 _ ( 1， 1， , 2 , 2 —ペンタメチルジシロキシ）一プロピル （

メタ）ァクリレ一 卜等のシリコーン鎖含有単量体等が挙げられる

[0059] (メタ）アクリルアミ ドとしては、例えば、 （メタ）アクリルアミ ド、 N

—メチル （メタ）アクリルアミ ド、 N —ェチル （メタ）アクリルアミ ド、 N

—プロピル （メタ）アクリルアミ ド、 N —プチル （メタ）アクリルアミ ド、

N —へキシル （メタ）アクリルアミ ド、 N —才クチル （メタ）ァクリルアミ

ド、 N — ドデシル （メタ）アクリルアミ ド、 N —エ トキシメチル （メタ）ァ

クリルアミ ド、 N —2 —エ トキシェチル （メタ）アクリルアミ ド、 N —2 —

( 2 —ヒドロキシェ トキシ）ェチル （メタ）アクリルアミ ド、 N — メチ口一

ル （メタ）アクリルアミ ド、 6 _ アクリルアミ ドへキサン酸等が挙げられる

[0060] ビニルピリジン類としては、例えば、 2 _ ビニルピリジン、 3 —ビニルビ

リジン、 4 _ ビニルピリジン、 6 _ メチル_ 2 _ ェテニルビリジン、 6 —ェ

チル— 2 _ ェテニルビリジン、 1 _ ビニルピリジン_ 2 ( H ) —オン等が

挙げられる。



[0061 ] 前記 フッ素系界面活性剤は、前記単量体を公知の方法で共重合させて得 る

こともできる し、市販品を利用することもできる。共重合方法 と しては例え

ば、前記単量体 （F M ) 及び前記単量体 （H M ) 、必要に応 じて用いるこれ

ら以外の重合性単量体を有機溶剤中、 ラジカル重合開始剤 を使用 して重合さ

せる方法が挙げられる。 ここで用いる有機溶媒 と しては、ケ トン類、エステ

ル類、 アミ ド類、スルホキシ ド類、ェ 一テル類、炭化水素類が好ま しく、具

体的には、 アセ トン、 メチルェチルケ トン、 メチルイソプチルケ トン、シク

口へキサ ノン、酢酸ェチル、酢酸 プチル、 プロピレング リコールモノメチル

エーテルアセテー ト、ジメチルホルムアミ ド、ジメチルァセ 卜アミ ド、 N —

メチル ピロリ ドン、ジメチルスルホキシ ド、ジェチルェ一テル、ジイソプロ

ピルエーテル、テ トラヒ ドロフラン、ジ才キサ ン、 トルエン、キシ レン等が

挙げられる。 これ らは、沸点、相溶性、重合性 を考慮 して適宜選択される。

ラジカル重合開始剤 と しては、例えば過酸化ベ ンゾィル等の過酸化物、 ァゾ

ビスィソプチロニ 卜リル等のァゾ化合物等が例示できる。 さらに必要に応 じ

てラウ リルメルカプタン、 2 _ メルカプ トエタノール、チ才グ リセロール、

ェチルチオグ リコール酸、才クチルチオグ リコール酸等の連鎖移動剤 を使用

することができる。

[0062] また、市販品と しては、 D I C 社のメガファック、 A G C セイミケミカル

社のサ一フ ロ ン、 ネオス社のフタ一ジェン 卜、 3 M社のノベ ック等が挙げら

れる。

[0063] 本発明で使用するフッ素系界面活性剤の数平均分子量 （M n ) 及び重量平

均分子量 （M w ) は特 に限定はな く、非極性溶媒に添加 した際の所望 される

粘度等に応 じて適宜選択することができる。例えば数平均分子量 （M n ) は

、 5 0 0 2 0 , 0 0 0 の範囲が好ま しく、 1 ， 5 0 0 ~ 1 0 ， 0 0 0 の範

囲がより好ま しい。 また、重量平均分子量 （M w ) は、 2 ， 0 0 0 0 0

， 0 0 0 の範囲が好ま しく、 3 ， 0 0 0 5 0 , 0 0 0 の範囲がより好ま し

し、。なお、数平均分子量 （M n ) 及び重量平均分子量 （M w ) は、ゲル浸透

クロマ トグラフィー （以下、 「G P C 」 と略記する。）測定に基づきポ リス



チレン換算 した値である。なお、G P C は測定装置 「東ソ一株式会社製 「H

L C - 8 2 2 0 G P C 」、を使用 し、標準試料として単分散ポリスチレン

を使用 した。

[0064] また、前記フッ素系界面活性剤の原料として用いる前記単量体 （F M ) 、

前記単量体 （H M ) 、及び必要に応 じて用いるこれら以外の重合性単量体の

合計中のフッ素含有率も特に限定はなく、極性溶媒に添加 した際の所望され

る粘度等に応 じて適宜選択することができる。尚、前記フッ素系重合体中の

フッ素原子含有率は、前記フッ素系重合体を燃焼分解させた後、分解物を水

又はアル力リ水で抽出させイオンクロマ 卜グラフィ一法によってフッ素ィ才

ン濃度を定量することにより算出可能である。

[0065] ( フッ素系界面活性剤 ：含有量）

前記着色液体 （A ) 及び着色液体とは混和 しない液体 （B ) からなる分離

液状着色組成物に対する前記フッ素系界面活性剤の添加量は、 0 . 0 0 0 5

~ 0 重量％の範囲が好ましく、 0 . 0 0 0 1 ~ 5 重量％がより好ましく、

0 . 0 0 1 ~ 2 重量0/ 0がさらに好ましい。

[0066] (シ リコ一ン系界面活性剤）

本発明で添加剤 （C ) として用いることのできるシリコーン系界面活性剤

としては、シリコーン鎖と親媒性基をともに分子中に含む界面活性剤が挙げ

られる。中でも、シリコーン主鎖にアルキレン才キシ ドが付加 した一般式 （

) で表されるアルキレン才キシ ド変性ポリオルガノシロキサンが好ましく

、更に好ましくは、アルキレン才キシ ド変性ポリジメチルシロキサンが好ま

しい。

[0067] [ 化1]

R 一 R

(CHみ0-(C 2H40 )a(C H 0 )bR2



( )

[0068] 前記一般式 （1 ) において、 は各々異なっていてもよい水素原子又は炭

素原子数 1 ~ 1 5 のアルキル基又はァリール基、 R 2は水素原子又は炭素原子

数 1 ~ 1 5 のアルキル基又はァリール基、m、 n、 p 、 a 及び b は各々独立

して繰 り返 し単位の整数を表 し、mは 1 m 1 0 0 ， n は 1 n 1 0 0

， p は 0 p 1 0 ， a は 1 a 1 0 0 ， b は 0 b 1 0 0 の正数であ

る。

[0069] 前記シ リコー ン系界面活性剤は市販品を使用することができ、例えば、東

レダウコ一ニ ング社製や信越化学社製等のポリェ一テル変性シリコ一ン等が

使用できる。

[0070] 本発明においては、前記シリコ一ン系界面活性剤のH L B値が4 以上であ

ることが好ましく、 4 ~ 1 4 であることがなお好ましい。 H L B値が4 を下

回ると、着色液体と着色液体とは混和 しない液体との界面に凝集物が発生す

る可能性があり、エ レク 卜ロウエツティング特性に悪影響を及ぼす恐れがあ

る。一方 H L B値が 1 4 を越えると、ガラス基材に着色剤の付着が発生 し、

エレク トロウエツティング特性に悪影響を及ぼす恐れがある。

なおH L B値は界面活性剤の親水性、親油性を表す指標として用いられる

ものであって、計算方法がいくつか提案されている。本発明においては特に

限定はない。例えば界面活性剤の市販品にはH L B が明記されておりこれを

指標とすることができる。またH L B が記載されていない界面活性剤につい

ては、計算により求めることができる。 H L B の計算方法の代表的なものに

「グリフィン法」、 「川上法」 「デイビス法」等 （資料 （S — 1 ) 〜 ( S -

7 ) 「「新界面活性剤」 発行所三共出版株式会社 昭和 5 0 年 1 0 月 1 0

曰初版発行」、 （S _ 8 ) ~ ( S _ 1 5 ) 「「非イオン界面活性剤」 発行

所誠文堂新光社 昭和 3 7 年 1 0 月 2 5 曰 第 1版発行」参照）があり、こ

の中でグリフィン法は製品のケン化価と酸の酸価から求める方法であり、例

えば、ノニ才ン系界面活性剤 H L B値は、グリフィン法をェチレン才キシ ド

鎖を有する界面活性剤にあてはめた、下記の式で算出することもできる。



[0071 ] [ 数 1]

H L B = [ { (エ チ レンォ キ シ ド鎖 の分子量） / (界面活性剤の分子量） } X I 0 0 ]
÷ 5

[0072] ( シ リコーン系界面活性剤 ：添加量）

前記着色液体 （A ) 及び着色液体 とは混和 しない液体 （B ) か らなる分離

液状着色組成物 に対する前記シ リコーン系界面活性剤の添加量は、少な くと

も 0 . 0 0 0 5 重量％以上添加すれば本発明の効果を得 ることができる。添

加量が 0 . 0 0 0 5 重量％未満であると、前記着色液体 （A ) と前記液体 （

B ) との間に安定的な界面を形成することができないおそれがある。上限と

しては 5 重量％以内であればよ く、 0 . 0 0 5 ~ 3 重量％の範囲が好ま しく

、 0 . 0 1 重量％がより好ま しい。添加量が 5 重量％より多 くなると、

分離液状着色組成物 に濁 りが発生 し、エ レク トロウエツテ ィング特性 に悪影

響 を与える恐れがある。

[0073] 界面活性機能を有する添加剤 （C ) を添加することで、前記着色液体 （A

) と前記液体 （B ) との界面張力を調製することが可能である。前記添加剤

( C ) であるフッ素系界面活性剤及びシ リコーン系界面活性剤は界面張力調

整機能が高 く、少量の添加で目的の界面張力を得 ることができ、エ レク ト口

ゥエツテ ィング特性 に悪影響 を及ぼさない。 また前記添加剤 （C ) は、前記

着色液体 （A ) と前記液体 （B ) との界面に存在するために、前記着色液体

中の着色剤が界面を超えて前記液体 （B ) 側 に混入することを防 ぐことがで

き、結果、液体 （B ) 中に存在する着色液体 （A ) か らなる液滴の光変調機

能を安定的に維持することが可能 となる。

[0074] (添加剤 （C ) ：添加方法）

前記添加剤 （C ) は、前記着色液体 （A ) または前記液体 （B ) のいずれ

か、 も しくは両方に含有 させることができるが、その添加する手段は公知慣

用の添加方法のいずれを用いてもよ く、 また添加させる時期 も任意の時期 に

行 うことができる。例えば、前記着色液体 （A ) を得 る製造工程 において、

着色剤 を溶媒に分散 溶解 させる前 に、溶媒の一部 に前記添加剤 （C ) をあ



らかじめ溶解 混合した後、残りの溶媒で希釈してもよく、あるいは着色剤

を分散 溶解させた前記着色液体 （A ) に前記添加剤 （C ) を直接溶解 - 混

合することもできる。また前記液体 （B ) に前記添加剤 （C ) を添加する場

合には、前記液体 （B ) に直接前記添加剤 （C ) を添加することができる。

さらには、前記着色液体 （A ) と前記液体 （B ) を混合させて分離液状着色

組成物を製造した後に、前記添加剤 （C ) を公知慣用の方法で添加すること

も可能である。

[0075] (その他の添加物）

本発の分離液状着色組成物には、その他、本発明の効果を損なわない範囲

において、界面活性剤、分散剤、湿潤剤、増粘剤、保存料、粘度安定剤、粉

砕助剤、充填剤、沈殿防止剤、光保護剤、酸化防止剤、殺生物剤、脱気剤

消泡剤、発泡抑制剤、ベーキング防止剤等添加剤を加えても良い。これらは

、導電率を増加させない程度にとどめておくことが望ましい。例えば使用可

能な分散剤としては、ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリレ一卜、 p o

I y V i n y I o x a z o I i d o n e s 、ポリスチレン、ポリエポキシド

、ポリウレタン、及びポリビニルハロゲン等が挙げられる。市販の分散剤と

しては、L U B R I Z 0 L 社のソルスパース、E V O N I K社のT e g o s

e s e 八3 「社の巳「べ八、ビックケミ一社のD I S P E R B Y K

等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。

[0076] (エレクトロウエッティング方式のデバイス）

本発明の分離液状着色組成物は、外部電場を利用して着色液状組成物を移

動させるエレクトロウエッティング方式のデバイスに好適に使用可能である

。特に着色剤として顔料を使用すると、より耐光性等に優れ好ましい。中で

も、画像表示デバイスに使用すること、本発明の効果である分散安定性によ

り、長期間にわたるデバイスの安定駆動を最大限に発揮でき好ましい。

前記分離液状着色組成物を使用できるエレクトロウエツティング方式のデ

バイスの一例を挙げる。

即ち、電極を設けた層の間に表示用空間を備え、該表示用空間には、前記



分離液状着色組成物が充填されている。

前記表示用空間の表示側の前記層は着色液状組成物が透視できる透明等の

層とされる一方、非表示側の前記層は光散乱層とされ、前記着色液状組成物

への電圧印加時に前記表示側空間に前記着色液状組成物がェレクトロウエツ

ティング現象で移動され或いは表示側の表面積を増大させて着色表示させる

[0077] 前記液状組成物中に光散乱分子を配合して光散乱流体とすると、前記非表

示側の層に光散乱層を配置しない構成とすることができる。

[0078] 具体的には、表示側となる上部層と、貫通孔を有する光散乱体からなる中

間層と、下部層とを備え、上部層と中間層との間に表示側上部空間、中間層

と下部層との間に下部空間を設け、下部空間、貫通孔、上部空間を密閉され

た連通流路からなる液体貯留部とする。液体貯留部に、前記分離液状着色組

成物が充填されている。これら上下空間を前記貫通孔で連通した着色液状組

成物の通路を備え、前記着色液状組成物への電圧の印加の有無で表示側上部

空間へ着色液状組成物をエレク卜ロウエッティング方式で流入 流出させる

流入時には着色画像が表示され、流出時には前記光散乱体の光散乱による白

色表示が行われる。

[0079] 前記デバイスでは、上部層に電極を配置すると共に、貫通孔の内面に電極

を配置した2 端子構造とし、該 2 端子をスィッチを介して接続し、該スイツ

チをオン オフすることで前記表示側の上部空間に着色液状組成物を流入さ

せて着色画像を表示すると共に、前記上部空間から着色液状組成物を流出さ

せて白色散乱画面に切り替えることができる。あるいは、前記 2 端子構造に

代えて、 3 端子構造としてもよい。

前記 3 端子構造では、上部空間の上面あるいは/ 及び下面に上部電極、下

部空間の上面あるいは/ 及び下面に下部電極、前記白色散乱シ一卜の貫通孔

の内面に沿って配置される共通電極を設け、共通電極と上部電極、該共通電

極と下部電極に接続すると共に回路開閉手段がそれぞれ介設された上部側電



源回路 と下部側電源回路 を備え、上部側電源回路の回路開閉手段 と下部側電

源回路の回路開閉手段 とを交互に開閉させ、前記上部空間への前記着色液状

組成物の流入 流出が切 り替え られる表示装置 と してもよい。

該 3 端子構造 とすると、上部空間への着色液状組成物の流入 流出を上部側

電源回路 と下部側電源回路 との交互の開閉による行 うため、上部空間への着

色液状組成物の流入 流出速度 を迅速に行 うことができる。

[0080] 前記デバイスを前記いずれの構成 と しても、前記電極の着色液状組成物 と

接する側 には誘電体層を配置することもできる。該誘電体層には、例えば、

パ リレンあるいは酸化アル ミナを含有 させ、その層厚 を 1 ~ 0 ， 1 m程度

とすることが好ま しい。

また、該誘電体層の表面に、電圧の印加時には親水層 となる撥水膜 を積層 し

、着色液状組成物 に撥水膜が接触する構成 とすると、着色液状組成物 を高速

で移動あるいは表面積 を増減できるため、動画表示 と して好適 とものとでき

る。

[0081 ] 前記デバイスは、前記表示用空間を各画素毎 に仕切壁で仕切 り、各画素毎

に用いる前記着色液状組成物は R， G , B のいずれかの着色液体あるいはC

、 Μ、 Υ , K のいずれかの液体 と し、表示用空間に着色液状組成物が導入さ

れて広がることにより、 フルカラ一の画像表示をさせ、かつ、該着色液状組

成物 を高速移動させることで、 フルカラ一の動画表示を行 う構成 と している

[0082] また前記デバイスは、前記表示用空間を光が通過する前後 において、 R，

G , B あるいはC 、 M、 Y , Κ のいずれかのカラ一フィルタ一を形成 し、 さ

らに光変調 を行 う構成 とすることができる。

実施例

[0083] 以下、実施例 により本発明をさらに詳 しく説明するが、本発明は、下記実

施例 に何 ら制限されるものではない。なお、以下実施例中にある％は質量換

算である。 また、下記合成例 において、重量平均分子量 （M w ) 及び数平均

分子量 （M n ) は、下記の条件でG P C 測定により求めた。



[0084] [ G P C 測定条件]

測定装置 ：東ソ一株式会社製 「H L C _ 8 2 2 0 G P C 」、

カラム ：東ソ一株式会社製ガー ドカラム 「H H R —H」 （6 . O m m に D

. X 4 c m )

+ 東ソ一株式会社製 「T S K —G E L G M H H R —N」 （7 . 8 m m に

D . X 3 0 c )

+ 東ソ一株式会社製 「T S K _ G E L G M H H R _ N」 （7 . 8 m m に

D . X 3 0 c m )

+ 東ソ一株式会社製 「T S K —G E L G M H H R —N」 （7 . 8 m m に

D . X 3 0 c )

+ 東ソ一株式会社製 「T S K _ G E L G M H H R _ N」 （7 . 8 m m に

D . X 3 0 c m )

検出器 ：E L S D (オルテック製 「E L S D 2 0 0 0 」）

データ処理 ：東ソ一株式会社製 「G P C — 8 0 2 0 モデル I I データ解析バ

—ジョン4 . 3 0 」

測定条件 ：カラム温度 4 0 °C

展開溶媒 テ トラヒドロフラン （T H F )

流速 1 . 0 m I 分

試料 ：樹脂固形分換算で 1 . 0 %のテ 卜ラヒドロフラン溶液をマイクロフィ

ルターでろ過 したもの （5 バ 门 。

標準試料 ：前記 「G P C — 8 0 2 0 モデル I I データ解析バ一ジョン4 . 3

0 」の測定マニュアルに準拠 して、分子量が既知の下記の単分散ポリスチレ

ンを用いた。

[0085] (単分散ポリスチレン）

東ソ一株式会社製 「A _ 5 0 0 」

東ソ一株式会社製 「A _ 1 0 0 0 」

東ソ一株式会社製 「A _ 2 5 0 0 」

東ソ一株式会社製 「A _ 5 0 0 0 」



東 ソ一株式会社製 「F - 」

東 ソ一株式会社製 「F 一 2 」

東 ソ一株式会社製 「F _ 4 」

東 ソ一株式会社製 「F - 0 」

東 ソ一株式会社製 「F _ 2 0 」

東 ソ一株式会社製 「F _ 4 0 」

東 ソ一株式会社製 「F _ 8 0 」

東 ソ一株式会社製 「F — 1 2 8 」

東 ソ一株式会社製 「F _ 2 8 8 」

東 ソ一株式会社製 「F _ 5 5 0 」

(合成例 1 )

撹拌装置、温度計、冷却管、滴下装置 を備 えたガラスフラスコに、下記式

( X - ) で表 される両末端 に水酸基 を有するパ一フル才 ロアルキ レンポ リ

エーテル化合物 2 0 g 、溶媒 と してジイソプロピルエーテル 2 0 g 、重合禁

止剤 と して P —メ トキシフエノール 0 . 0 2 g 及び中和剤 と して 卜リエチル

ァミン 3 . g を仕込み、空気気流下にて攪拌 を開始 し、 フラスコ内を 1 0

°C に保ちなが らァク リル酸 ク口ライ ド2 . 7 g を 1 時間かけて滴下 した。滴

下終 了後、 1 0 °C で 1 時間攪拌 し、昇温 して 3 0 °C で 1 時間攪拌 した後、 5

0 °C に昇温 して 1 0 時間攪拌することによ り反応 を行い、 ガスクロマ トダラ

フィ一測定にてァク リル酸 ク口ライ ドの消失が確認 された。次いで、溶媒 と

してジイソプロピルエーテル 4 0 g を追加 した後、 イオ ン交換水 8 0 g を混

合 して攪拌 してか ら静置 し水層 を分離 させて取 り除 く方法 による洗浄 を 3 回

繰 り返 した。次いで、重合禁止剤 と して p —メ トキシフエノール 0 . 0 2 g

を添加 し、脱水剤 と して硫酸マグネシゥ厶 8 g を添加 して 1 日間静置するこ

とで完全 に脱水 した後、脱水剤 を濾別 した。次いで、減圧下で溶媒 を留去す

ることによって、下記式 （X — 2 ) で表 されるポ リ （パ一フル才 ロアルキ レ

ンェ一テル）鎖 とその両末端 にァク リロイル基 を有する重合性単量体 （M _

) を得 た。



[0087] [ 化2]

HO— CHや—。おX— CH,— OH

( X - )

[0088] [ 化3]

I I
CH =CH— C— O— CH や—ヰ I I

X— CH2—O一C一CH=CH
、 ' η

( X - 2 )

[0089] (式中、 X はパ一フル才ロメチ レン基及びパ一フル才ロエチ レン基であり、

1 分子あたり、パ一フル才ロメチ レン基が平均 7 個、パ一フル才ロエチ レン

基が平均 8 個存在するものであり、フッ素原子の数が平均 4 6 である。また

、 G P C による数平均分子量は 1 ， 5 0 0 である。）

[0090] (合成例 2 )

撹拌装置、温度計、冷却管、滴下装置を備えたガラスフラスコに、下記式

( Y - ) で表されるエチ レン才キシ ドとプロピレン才キシ ドとのプロック

共重合体 3 0 g 、アクリル酸 2 . 8 g 、溶媒として トル エ ン 6 4 g 、重合禁

止剤 としてフエノチアジン0 . 0 3 g 及び触媒としてメタンスルホン酸 0 .

6 g を仕込み、空気気流下にて攪拌を開始 し、 1 2 0 °Cへ加熱、還流脱水 し

た。 0 . 6 3 g の脱水を確認後、 6 5 °Cへ冷却 し、 卜リエチルァミンにて中

和 した。中和後、 8 5 °Cへ昇温 し、イオン交換水 2 . 3 g を加え、分液、下

層抜 き出 しを行った。下層の p H を測定 し、 p H が 7 以上となるまで、洗浄

操作を繰 り返 し実施 した。 3 0 °C に冷却後、減圧下で溶媒を留去することに

よって、下記式 （Y — 2 ) で表される重合性単量体 （M — 2 ) を得た。

[0091 ] [ 化4]



( Y - )

[0092] [ 化5]

( Y - 2 )

[0093] (合成例 3 フッ素系界面活性剤 （C F _ 1 ) の合成）

撹拌装置、 コンデンサ—、滴下装置、温度計を備えたガラスフラスコに、

メチルイソプチルケ トン 1 3 3 g を入れ、窒素気流中、攪拌 しなが ら9 0 °C

に昇温 した。次いで、 3 ， 3 ， 4 ， 4 ， 5 , 5 , 6 ， 6 ， 7 , 7 , 8 ， 8 ，

8 — トリデカフル才口才クチルァクリレー 卜 （以下、 T D F O A ) 5 0 g 、

ステア リルァクリレー 卜5 0 g をメチルイソプチルケ トン8 0 g に溶解させ

たモ ノマ一溶液 と、 t —プチルペル才キシ_ 2 —ェチルへキサノエ一 卜6 g

をメチルイソプチルケ トン2 0 g に溶解させたラジカル重合開始剤溶液の 2

種類の滴下液をそれぞれ別の滴下装置にセッ 卜し、 フラスコ内を 9 0 °C に保

ちなが ら同時に 2 時間かけて滴下 した。滴下終 了後、 9 0 °C で 1 0 時間攪拌

した後、減圧下で溶媒を除去することにより、 フッ素系界面活性剤 （C F _

1 ) を得た。 このフッ素系界面活性剤 （C F — 1 ) は、数平均分子量 3 ， 8

0 0 、重量平均分子量 7 ， 5 0 0 であった。

[0094] (合成例 4 フッ素系界面活性剤 （C F _ 2 ) の合成）

撹拌装置、温度計、冷却管、滴下装置を備えたガラスフラスコに、メチル

ィソプチルケ トン2 9 7 . 5 g を仕込み、窒素気流下にて攪拌 しなが ら 1 0

5 °C に昇温 した。次いで、合成例 1 で得 られた重合性単量体 （M — 1 ) 5 9

. 5 g と、ポ リプロピレングリコ一ルモノメタクリレー 卜2 3 8 g をメチル

イソプチルケ トン 1 5 4 . 4 g に溶解 したモノマ一溶液 と、ラジカル重合開

始剤 として t —プチルペル才キシ_ 2 —ェチルへキサノエ一 卜4 4 . 6 g を

メチルイソプチルケ トン 1 0 0 . 6 g に溶解 した重合開始剤溶液 との 3 種類



の滴下液をそれぞれ別々の滴下装置にセッ卜し、フラスコ内を 1 0 5 °C に保

ちながら同時に2 時間かけて滴下 した。滴下終了後、 1 0 5 °Cで 1 0 時間攪

拌 した後、減圧下で溶媒を留去することによって、フッ素系界面活性剤 （C

F - 2 ) を得た。このフッ素系界面活性剤 （C F —2 ) の分子量をG P C (

ポ リスチレン換算分子量）で測定 した結果、数平均分子量 2 ， 5 0 0 、重量

平均分子量 6 ， 0 0 0 であった。

[0095] (合成例 5 フッ素系界面活性剤 （C F _ 3 ) の合成）

撹拌装置、コンデンサ—、滴下装置、温度計を備えたガラスフラスコに、

トルエン2 0 0 g を入れ、窒素気流中、攪拌 しながら 1 0 5 °C に昇温 した。

次いで、 T D F 0 A 3 1 g 及び合成例 2 で得た重合性単量体 （M _ 2 ) 6 9

g を トルエン 1 2 5 g に溶解 したモノマ一溶液と、 t —プチルペル才キシ—

—ェチルへキサノエ一 卜8 g を トルエン2 0 g に溶解 したラジカル重合開

始剤溶液の 2 種類の滴下液をそれぞれ別々の滴下装置にセットし、フラスコ

内を 1 0 5 °C に保ちながら同時に2 時間かけて滴下 した。滴下終了後、 1 0

5 °Cで 1 3 時間攪拌 した後、減圧下で溶媒を留去することにより、フッ素系

界面活性剤 （C F —3 ) を得た。このフッ素系界面活性剤 （C F —3 ) の分

子量をG P C (ポ リスチレン換算分子量）で測定 した結果、数平均分子量 5

，4 0 0 、重量平均分子量 1 0 ， 7 0 0 であった。

[0096] (合成例 6 フッ素系界面活性剤 （C F _ 4 ) の合成）

撹拌装置、コンデンサ—、滴下装置、温度計を備えたガラスフラスコに、

トルエン2 0 0 g を入れ、窒素気流中、攪拌 しながら 1 0 5 °C に昇温 した。

次いで、 T D F O A 3 7 g 及び合成例 1 で得た重合性単量体 （M _ 1 ) 6 3

g を トルエン 1 2 5 g に溶解 したモノマ一溶液と、 t —プチルペル才キシ—

—ェチルへキサノエ一 卜8 g を トルエン2 0 g に溶解 したラジカル重合開

始剤溶液の 2 種類の滴下液をそれぞれ別々の滴下装置にセットし、フラスコ

内を 1 0 5 °C に保ちながら同時に2 時間かけて滴下 した。滴下終了後、 1 0

5 °Cで 1 3 時間攪拌 した後、減圧下で溶媒を留去することにより、フッ素系

界面活性剤 （C F —4 ) を得た。このフッ素系界面活性剤 （C F —4 ) の分



子量をG P C (ポ リスチレン換算分子量）で測定 した結果、数平均分子量 5

，0 0 0 、重量平均分子量 1 0 ， 1 0 0 であった。

[0097] (合成例 7 フッ素系界面活性剤 （C F _ 5 ) の合成）

撹拌装置、コンデンサ—、滴下装置、温度計を備えたガラスフラスコに、

メチルイソプチルケ トン 1 3 3 g を入れ、窒素気流中、攪拌 しながら9 0 °C

に昇温 した。次いで、 T D F O A 3 2 g 、繰 り返 し単位数 1 の才キシプロピ

レン部位と平均繰 り返 し単位数 6 の才キシプチレン部位を有するプロピレン

グリコ一ル ポリプチレングリコールモノメタクリレ一 卜6 8 g をメチルイ

ソプチルケ トン8 0 g に溶解させたモノマ一溶液と、 t —プチルペル才キシ

- —ェチルへキサノエ一 卜6 g をメチルイソプチルケ トン2 0 g に溶解さ

せたラジカル重合開始剤溶液の 2 種類の滴下液をそれぞれ別の滴下装置にセ

ッ卜し、フラスコ内を9 0 °C に保ちながら同時に2 時間かけて滴下 した。滴

下終了後、 9 0 °Cで 1 0 時間攪拌 した後、減圧下で溶媒を除去することによ

り、フッ素系界面活性剤 （C F —5 ) を得た。このフッ素系界面活性剤 （C

F - 5 ) は、数平均分子量 3 ， 6 0 0 、重量平均分子量 9 ， 5 0 0 であった

[0098] (合成例 8 フッ素系界面活性剤 （C F _ 6 ) の合成）

撹拌装置、温度計、冷却管、滴下装置を備えたガラスフラスコに、メチル

ィソプチルケ トン2 9 7 . 5 g を仕込み、窒素気流下にて攪拌 しながら 1 0

5 °C に昇温 した。次いで、 T D F O A 4 5 g と、ポリエチレングリコ一ルモ

ノアクリレー 卜、才キシエチレン単位の繰 り返 し数 ：平均 1 0 ) 5 5 g をメ

チルイソプチルケ トン 1 5 4 . 4 g に溶解 したモノマ一溶液と、ラジカル重

合開始剤として t —プチルペル才キシ_ 2 —ェチルへキサノエ一 卜6 g をメ

チルイソプチルケ トン 1 0 0 . 6 g に溶解 した重合開始剤溶液との 3 種類の

滴下液をそれぞれ別々の滴下装置にセッ卜し、フラスコ内を 1 0 5 °C に保ち

ながら同時に2 時間かけて滴下 した。滴下終了後、 1 0 5 °Cで 1 0 時間攪拌

した後、減圧下で溶媒を留去することによって、フッ素系界面活性剤 （C F

- 6 ) を得た。このフッ素系界面活性剤 （C F —6 ) の分子量をG P C (ポ



リスチレン換算分子量）で測定 した結果、数平均分子量 2 ， 8 0 0 、重量平

均分子量 6 ， 7 0 0 であった。

[0099] (合成例 9 フッ素系界面活性剤 （C F _ 7 ) の合成）

撹拌装置、温度計、冷却管、滴下装置を備えたガラスフラスコに、メチル

ィソプチルケ トン2 0 0 g を仕込み、窒素気流下にて攪拌 しながら 1 0 5 °C

に昇温 した。次いで、 T D F O A 3 0 g と、ポリプロピレングリコールモノ

ァクリレー 卜、才キシプロピレン単位の繰 り返 し数 ：平均 6 ) 7 0 g をメチ

ルイソプチルケ トン 1 0 0 g に溶解 したモノマ一溶液と、ラジカル重合開始

剤として t —プチルペル才キシ_ 2 —ェチルへキサノエ一 卜6 g をメチルイ

ソプチルケ トン 1 0 0 g に溶解 した重合開始剤溶液との 3 種類の滴下液をそ

れぞれ別々の滴下装置にセッ卜し、フラスコ内を 1 0 5 °C に保ちながら同時

に2 時間かけて滴下 した。滴下終了後、 1 0 5 °Cで 1 0 時間攪拌 した後、減

圧下で溶媒を留去することによって、フッ素系界面活性剤 （C F —7 ) を得

た。このフッ素系界面活性剤 （C F —7 ) の分子量をG P C (ポ リスチレン

換算分子量）で測定 した結果、数平均分子量 3 9 ， 0 0 0 、重量平均分子量

0 7 , 0 0 0 であった。

[01 00] ( シ リコー ン系界面活性剤 （C S — 1 ) 〜 ( C S - 6 ) 及び （C S H — 1 )

)

シリコーン系界面活性剤としては、以下の信越シリコーン （株）社製のポ

リエ一テル変性シ リコー ンオイルを使用 した。

( C S - ) ：K F - 3 5 4 L ( H L B = 6 )

( C S - 2 ) ：K F - 6 4 0 ( H L B = 4 )

( C S - 3 ) ：K F - 3 5 A ( H L B = )

( C S - 4 ) ：K F - 6 5 A ( H L B = 0 )

( C S - 5 ) ：K F - 3 5 2 A ( H L B = 7 )

( C S - 6 ) ：K F - 9 4 5 ( H L B = 4 )

( C S - 7 ) ：X ― 2 2 - 2 5 6 ( H L B = )

[01 0 1 ] (合成例 1 0 被覆顔料用ァクリル樹脂溶液 （D _ 1 ) の合成)



温度計、攪拌機、還流冷却器及び窒素 ガス導入管 を備 えた四つ口フラスコ

に、酢酸 プチルの 4 0 . 8 g を仕込んで 8 0 °C に昇温 し、同温度 に達 した と

ころで、 ステア リル ァク リレー 卜5 7 g 、 ジメチル アミノエチル メタク リレ

— 卜3 g 、 2 , 2 ' —ァゾビス（2 —メチル プチ ロニ トリル）0 . 4 g 、酢酸

プチル 1 9 . 2 g か らなる混合物 を 4 時間かけて滴下 し、滴下終 了後 9 0 °C

に昇温 し、 1 0 時間保持 して反応 を続行 した。

反応液の温度 を 5 0 °C に下げ、 t —プチル ビロカテ コール 0 . 0 1 g を酢

酸 プチル 0 . 9 g に溶解 した溶液 を加え、 さ らにダ リシジル メタク リレー 卜

0 . 9 g を加 えた後 に、 8 0 °C まで昇温 し、同温度で 1 0 時間反応 を行 う事

で、 アク リル樹脂溶液 （D — 1 ) を得 た。

[01 02] (合成例 1 1 分散用樹脂 （D _ 2 ) の合成）

撹拌装置、滴下装置、還流装置 を有する反応容器 にメチルェチルケ トン 1

0 0 g を仕込み、撹拌 しなが ら反応容器内を窒素置換 した。反応容器内を窒

素雰囲気に保ちなが ら加温 し、 メチルェチルケ トン還流状態 と した後、滴下

装置か らスチ レン 8 6 g 、 アク リル酸 6 g 、 メタク リル酸 7 . 9 g 、 ァク リ

ル酸 プチル 0 . 1 g 及び重合触媒 （2 ， 2 ' —ァゾビス （2 —メチル プチ 口

二 トリル）） 8 g の混合液 を 2 時間かけて滴下 した。なお滴下の途中よ り、

反応系の温度 を 8 0 °C に保 った。

滴下終 了後、同温度でさ らに 2 5 時間反応 を続 けた。なお、反応の途中に

おいて、原料の消費状況 を確認 しなが ら、適宜、重合触媒 を追加 した。反応

終 了後、 メチルェチルケ トンを減圧下で留去 し、得 られた個体 を粉砕 して、

ス チ レン —アク リル酸系共重合体 （D — 2 ) の粉体 を得た。

以上 によ り、 スチ レン/ ァク リル酸 / メタク リル酸 / ァク リル酸 プチル =

8 6 / 6 / 7 . 9 / 0 . (重量％ ) であ り、重量平均分子量 1 1 0 0 0 、

酸価 9 8 m g K O H / g であるス チ レンアク リル酸系樹脂 （D — 2 ) を製造

した。

[01 03] (調製例 1 被覆顔料 （P C ) の調製）

M A 8 (三菱化学社製 力一ポ ンプラック）を 2 5 g 、前記 アク リル樹脂溶



液 （D — 1 ) 7 . 1 g 、テ トラデカン 1 0 8 . 5 g 、 0 . 5 m m ジル コ二

ア ビ一ズ 4 0 0 g をポ リエチ レン広 口瓶 に入れ、ペイン トシエイカ一 （東洋

精機株式会社）で 1 2 0 分間混合 を行 った。テ トラデカン 3 2 . 5 g で希釈

した後、 ジル コ二ア ビ一ズを除去 し、顔料混合液 を作成 した。得 られた顔料

混合液 2 2 9 g を温度計、攪拌機、還流冷却器及び窒素 ガス導入管 を備 えた

セパ ラプル フラスコに仕込んだ後、 メタク リル酸 メチル 1 . 5 g 及びェチ レ

ング リコ一ルジメタク リレー 卜2 . 7 g の重合性単量体組成物 に 2 ， 2 ' -

ァゾ ビス （2 _ メチル プチ ロニ トリル） 0 . 8 g を溶解 したものを加えた。

室温で 3 0 分間攪拌 を続 けた後、 8 0 °C に昇温 し、同温度で 1 5 時間反応 を

続 け、固形分比率約 1 6 % の被覆顔料 （P C ) のテ トラデカン分散液 を得た

。被覆顔料 （P C ) は必要 に応 じて ろ過、 または遠心分離等で洗浄 を行 った

[01 04] (参考例 1 極性溶媒 （P ) の調製）

1 L のポ リエチ レン瓶 に、エチ レング リコール （和光純薬工業社製） 5 0

0 g とイオ ン交換水 5 O O g とをとり、ペイン トコンデ ィシ ョナ一で 3 0 分

間混合することで極性溶媒 （P ) を得 た。

[01 05] (実施例 着色液体の製造方法）

(実施例 1 )

ガラスフラスコに、着色剤 と して # 2 3 0 0 (三菱化学 （株）社製 カーボ

ンプラック） 1 g と、非極性溶媒 と して p —キシ レン 9 9 g を仕込み、超音

波分散機 を用いて 1 5 分間分散 し、着色液体 （A _ 1 ) を得 た。

[01 06] (実施例 2 )

着色剤 と して被覆顔料 （P C ) のテ トラデカン分散液 1 7 . 6 g 、非極性

溶媒 と してテ トラデカン 2 2 . 4 g を仕込み、超音波分散機 で 2 時間超音波

分散 を行 って着色液体 （A _ 2 ) を得 た。

[01 07] (実施例 3 )

0 0 m l のポ リエチ レン瓶 に、 M A — 8 (三菱化学 （株）社製 力一ボ ン

ブラック） 3 g 、 K F - 8 5 9 (信越化学工業 （株）社製 ァミノ変性 シ リコ



— ンオイル） 3 g 、 K F - 9 6 - 2 c s (信越化学工業 （株）社製 ジメチル

シ リコー ンオイル） 2 4 g 、 0 . 5 m m ジル コ二ア ビ一ズを 1 8 0 g 加 えて

、ペイン トコンデ ィシ ョナーで 1 2 0 分分散 し着色液体 （A — 3 ) を得 た。

[01 08] (実施例 4 )

1 0 0 m l のポ リェチ レン瓶 に、 F a s t g e n B I u e T G R ( D I

C (株 ）社製 フタロシアニ ン顔料） 3 g 、 ソルスパース 1 1 2 0 0 (ル ー プ

リゾ一ル （株）社製） 6 g 、テ トラデカン 2 1 g 、 0 . 5 m m ジル コ二ア ビ

—ズを 1 8 0 g 加 えて、ペイン トコンデ ィシ ョナーで 1 2 0 分分散 し着色液

体 （A — 4 ) を得 た。

[01 09] (実施例 5 )

1 0 0 m l のポ リェチ レン瓶 に、 C i n q u a s i a M a g e n t a

L 4 4 0 0 ( B A S F (株）社製 キナク リ ドン顔料） 3 g 、 ソルスパース 1

0 0 (ル ー プ リゾ一ル （株）社製） 6 g 、テ トラデカン 2 1 g 、 0 . 5

m m ジル コ二ア ビ一ズを 1 8 0 g 加 えて、ペイン トコンデ ィシ ョナーで 1 2

0 分分散 し着色液体 （A _ 5 ) を得 た。

[01 10] (実施例 6 )

1 0 0 m l のポ リェチ レン瓶 に、 F a s t Y e l l o w 7 4 1 3 ( 山

陽色素 （株）社製 ァゾ顔料） 3 g 、 ソルスパース 1 1 2 0 0 (ル 一 プ リゾ一

ル （株）社製） 6 g 、テ トラデカン 2 1 g 、 0 . 5 m m ジル コ二ア ビ一ズを

8 0 g 加 えて、ペイン トコンデ ィシ ョナーで 1 2 0 分分散 し着色液体 （A

- 6 ) を得 た。

[01 11] (実施例 7 )

1 0 0 m l のポ リェチ レン瓶 に、 F a s t g e n B I u e T G R ( D I

C (株 ）社製 フタロシアニ ン顔料） 4 g 、分散用樹脂 （D — 2 ) 2 . 4 g 、

ジエチ レング リコール 4 g 、 イオ ン交換水 2 9 . 4 g 、 0 . 5 m m ジル コ二

ア ビ一ズを 1 8 0 g 加 えて、ペイン トコンデ ィシ ョナーで 1 2 0 分分散 し着

色液体 （A — 7 ) を得 た。

[01 12] (実施例 8 )



1 0 0 m l のポ リェチ レン瓶 に、 C i n q u a s i a M a g e n t a

L 4 4 0 0 ( B A S F (株）社製 キナク リ ドン顔料） 4 g 、 ( D - 2 ) 2 .

4 g 、 ジエチ レング リコール 4 g 、 イオ ン交換水 2 9 . 4 g 、 0 . 5 m m ジ

ル コニア ビ一ズを 1 8 0 g 加 えて、ペイン トコンデ ィシ ョナーで 1 2 0 分分

散 し着色液体 （A _ 8 ) を得 た。

[01 13] (実施例 添加剤 （C ) と してフッ素系界面活性剤 を使用 した分離液状着色

組成物の製造方法）

(実施例 9 )

5 0 m L のガラス瓶 に、着色液体 （A — 1 ) 1 0 g と、 イオ ン交換水 1 0

g に合成例 3 で得たフッ素系界面活性剤 （C F — 1 ) を 0 . 0 1 g 溶解 させ

た液体 （B _ 1 ) を仕込み、分離液状着色組成物 （J 1 ) を得 た。

[01 14] (実施例 1 0 )

液体 （B — 1 ) の代わ りに、 イオ ン交換水 1 0 g に合成例 4 で得たフッ素

系界面活性剤 （C F — 2 ) を 0 . 0 1 g 溶解 させた液体 （B — 2 ) を用いた

以外は実施例 9 と同 じ操作 を行い、分離液状着色組成物 （J 2 ) を得 た。

[01 15] (実施例 1 )

5 0 m L のガラス瓶 に、着色液体 （A — 1 ) 0 g と、合成例 3 で得たフ

ッ素系界面活性剤 （C F — 1 ) を 0 . 0 1 g 溶解 させた。次いで、同 じガラ

ス瓶 に液体 （B ) と してイオ ン交換水 1 O g を仕込み、分離液状着色組成物

( J 3 ) を得 た。

[01 16] (実施例 1 )

5 0 m L のガラス瓶 に、着色液体 （A — 1 ) 1 O g と、合成例 4 で得たフ

ッ素系界面活性剤 （C F — 2 ) を 0 . 0 1 g 溶解 させた。次いで、同 じガラ

ス瓶 に液体 （B ) と してイオ ン交換水 1 O g を仕込み、分離液状着色組成物

( J 4 ) を得 た。

[01 17] (実施例 1 3 )

5 0 m L のガラス瓶 に着色液体 （A _ 1 ) 1 0 g に、合成例 5 で得たフッ

素系界面活性剤 （C F — 3 ) を 0 . 0 1 g 溶解 させた。次 に、同 じガラス瓶



に液体 （B ) と してイ オ ン 交換水 1 O g を仕込み、分離液状着色組成物 （J

5 ) を得 た。

[01 18] (実施例 1 4 )

5 0 m L のガラス瓶 に着色液体 （A _ 1 ) 1 0 g に、合成例 6 で得たフッ

素系界面活性剤 （C F — 4 ) を 0 . 0 1 g 溶解 させた。次 に、同 じガラス瓶

に液体 （B ) と してイ オ ン 交換水 1 O g を仕込み、分離液状着色組成物 （J

6 ) を得 た。

[01 19] (比較例 1 )

5 0 m L のガラス瓶 に、着色液体 （A — 1 ) 1 O g と、液体 （B ) と して

イ オ ン 交換水 1 0 g を仕込み、分離液状着色組成物 （H 1 ) を得 た。

[01 20] 表 1 に、実施例の分離液状着色組成物 」 1 ~ J 6 、及び比較例の分離液状着

色組成物 H 1 の組成 を示す。なお表 中、実は実施例の略であ り、比は比較例

の略である。

[01 2 1 ] [ 表 1]

[01 22] (実施例）

表 2 〜表 4 に示 した組成か らなる液体 （B ) の実施例 （B F — 1 ) 〜 ( B F

- 7 ) を用いて、表 5 〜表 8 に示 した実施例の分離液状着色組成物 （J 7

) ~ ( J 2 6 ) 、 及び比較例の分離液状着色組成物 （H 2 ) ~ ( H 8 ) を得

た。



具体的には、液体 （B ) の実施例 （B F _ 1 ) ~ ( B F _ 1 7 ) 1 0 g と、

着色液体 （A _ 2 ) ~ ( A — 8 ) 1 g とを、 2 0 m L のガラス瓶 に仕込み、

分離液状着色組成物 を得た。

[01 23] [ 表 2]

[ 0 125] [ 表 4 ]

[ 0 126]



[ 表 5 ]

[ 0 127] [ 表 6 ]

[ 0 128] [ 表 7 ]

[ 0 129] [ 表 8 ]

実施例 - 比較例番 号 比6 ¾49 比 7 実 50 比8 実 51

分 着色 物 の
H6 J24 H7 J25 H8 J26

サンフ'

着色液体 Α) A-6 A-6 A-7 A-7 A-8 A-8

液 体 (Β) P BF-11 オタタノル BF-17 オタタノや BF-17

分 着色 ft 物 に
0. 0045

対す る添加剤 (C) の濃 ¾ 0% 0 . 18% 0% 0 . 18%
%

度



[01 30] (実施例 添加剤 （C ) と してシ リコー ン系界面活性剤 を使用 した分離液状

着色組成物の製造方法）

2 0 m L のガラス瓶 に、着色液体 （A ) 1 g 、液体 （B ) 1 O g 、及び添

加剤 （C ) をとり、分離液状着色組成物 （J 2 7 ) ~ ( J 5 6 ) 及び比較例

用分離液状着色組成物 （H 9 ) ~ ( H 6 ) を得 た。添加剤 （C ) の添加量

は表 9 〜表 1 4 に記載 した。

[01 3 1 ] [ 表 9]

[01 32] [ 表 10]

[01 33] [ 表 11]

実施例 - 比較例番号 H65 実66 7 実 8 H69 実70 実7 1

分随 状着 成物 の
J40 J41 J42 J43 J44 J45 J46

サンフ' ル名

着色液体 (A) A-2 A-2 A-2 A-2 A-2 A-2 A-2

液体お） P P P P P P P

添加剤 (C) CS-5 CS-5 CS-5 CS-5 CS-6 CS-6 CS-7

添加剤 ( の 量 ( 0. 005% 0 . 01% 0. 1% 1% 0. 05% 1% 0 . 2%



[01 34] [ 表 12 ]

[01 35] [ 表 13 ]

[01 36] [ 表 14]

[01 37] 表 1 ~ 1 4 中、略称 は、以下の通 りである （ただ しサ ンプル名称 を除 く）

D E G ：ジエチ レング リコール （和光純薬工業 （株）社製）

才 クタノ—ル ： Ί —才 クタノ—ル （和光純薬工業 （株）社製 )

[01 38] (添加剤 （C ) の添加効果の評価 ：透過率）



前記実施例及び比較例の分離液状着色組成物の入 ったガラス瓶 を 3 0 秒間

震 とう した後、 2 4 時間静置 し、液体 （B ) の透過率 を測定することで、液

体 （B ) への着色剤の混入の程度 を評価 した。透過率の測定は以下の条件で

行 った。

測定機器 ：日立ハイテ クノロジ一ズ製分光光度計 U — 4 0 0

測定波長範囲 ：4 0 0 ~ 7 0 0 n m

セル長 : 1 c m

ス リッ ト幅 ：2 . 0 0 n m

サ ンプ リング間隔 ：1 . 0 0 n m

スキャンス ピ一 ド ：3 0 0 n m / 分

ここでは、測定波長範囲の平均透過率 を極性液体層の透過率 と した。透過

率が添加剤 （C ) を添加 していない場合 よ りも上昇 していた ら良好 （Y E S

) 、 そうでなければ不良 （N O ) と評価 した。

[01 39] (添加剤 （C ) の添加効果の評価 ：界面の状態）

前記実施例及び比較例の分離液状着色組成物の入 ったガラス瓶 を 3 0 秒間

震 とう した後、 2 4 時間静置後の、着色液体 （A ) と液体 （B ) との界面の

状態 を目視で確認 した。界面が清澄であれば良好 （Y E S ) 、界面 に凝集物

が発生 している場合や、界面 において着色液体 （A ) と液体 （B ) の混合層

が形成 され、明瞭な界面が確認で きない場合は不良 （N O ) と評価 した。

[0140] (添加剤 （C ) の添加効果の評価 ：ガラス壁汚れ）

前記実施例及び比較例の分離液状着色組成物の入 ったガラス瓶 を 3 0 秒間

震 とう した後、 2 4 時間静置後の、 ガラス壁面の状態 を目視で確認 した。下

記の基準で 3 段階評価 した。

A ：ガラス壁 に汚れがない B ：ガラス壁 に着色物の付着が見 られる C ：

ガラスが壁着色

[0141 ]



[表15]

[0142] 表 1 5 より、比較例 1で得た液体 （B ) 層の透過率は非常に低く、かつ、

着色剤による着色が濃く、界面が不明瞭であることから、着色液体 （A ) 層

中に分散させた着色剤が多く液体 （B ) 層に混入していることがわかる。こ

れに対して、実施例 9 ~ 1 4 で得た液体 （B ) 層は透過率が比較例よりも高

く、かつ、界面が清澄であることから、液体 （B ) 層に混入した着色剤の量

が比較例よりも少ないことが明らかである。

[0143] [表16]

[0144] [表17]

[0145]



[表 18 ]

[ 0 146] [表 19 ]

[0147] 表 1 6 ~ 1 9 より、比較例 2 と実施例 3 2 ~ 4 3 、比較例 3 と実施例 4 5

~ 4 6 、比較例 4 と実施例 4 7 、比較例 5 と実施例 4 8 、比較例 6 と実施例

4 9 、比較例 7 と実施例 5 0 、及び比較例 8 と実施例 5 1 を比較すると、実

施例はいずれも液体 （B ) の透過率が比較例よりも高く、かつ、界面が清澄

であることから、液体 （B ) 層に混入 した着色剤の量が比較例よりも少ない

ことが明らかである。また、フッ素系界面活性剤 （C F —7 ) を使用 した実

施例 4 4 では液体 （B ) 層に混入 した着色剤の量が比較例 2 よりも少ないも

のの清澄な界面は形成されていない。 したがって、重量平均分子量が 1 0 0

，0 0 0 を超えるフッ素系界面活性剤 （C F —7 ) の効果は限定的であるこ

とから、添加剤 （C ) の重量平均分子量は 2 ，0 0 0 0 0 ，0 0 0 の範

囲が好ましいことがわかる。

[ 0 148]



[表20]

[0149] [表2 1]

[01 50] [表22]



[ 表 23]

[01 52] [ 表 24]

[01 53] [ 表 25]

表 2 0 ~ 2 5 よ り、比較例 9 と実施例 5 2 ~ 6 0 、実施例 6 2 ~ 6 4 、実

施例 6 6 ~ 7 0 、比較例 1 0 と実施例 7 3 ~ 7 4 、比較例 1 1 と実施例 7 5

~ 7 6 、比較例 1 2 と実施例 7 8 、比較例 1 3 と実施例 7 8 、比較例 1 4 と

実施例 7 9 、比較例 1 5 と実施例 8 0 及び比較例 1 6 と実施例 8 を比較す



ると、実施例 はいずれも液体 （B ) の透過率が比較例 よ りも高 く、かつ、界

面が清澄であることか ら、液体 （B ) 層 に混入 した着色剤の量が比較例 よ り

も少ないことが明 らかである。

[01 55] 実施例 6 及び実施例 6 2 は添加量 0 . 0 1 % に満たない例であるが、 い

ずれも液体 （B ) 層 に混入 した着色剤の量は比較例 9 よ りも少な く効果が得

られた。一方で界面の状態の評価 はNOであ った。 この ことか ら、添加剤 （C

) の添加量は 0 . 0 1 % 以上がなお好 ま しいことがわかる。

実施例 7 及び実施例 7 2 は添加剤 （C ) の H L B が 4 未満の例であるが

、 いずれも液体 （B ) 層 に混入 した着色剤の量は比較例 9 よ りも少な く効果

が得 られた。一方で界面の状態の評価 はNOであ った。 この ことか ら、添加剤

( C ) の H L B は 4 以上の範囲がなお好 ま しいことがわかる。

[ 0 156] 以上の ことか ら、本発明によ り、着色液体中の着色剤が界面 を超 えて着色

液体 とは混和 しない液体側 に混入することを防 ぎ、かつ/ または両液体の接

触層 において清澄な界面 を形成することが可能 となることか ら、エ レク ト口

ゥエツテ ィングデ ィスプ レイにおける着色液滴 による光変調機能 を安定的に

維持で きる、分離液状着色組成物 を提供することがで きる。



請求の範囲

外部電場 によって液体 を移動 も しくは変形 させることによ り色あるい

は明るさを変調する光変調方式のデバイスに使用する分離液状着色組

成物であ って、着色液体 （A ) と、着色液体 とは混和 しない液体 （B

) と、 フッ素系界面活性剤及びシ リコー ン系界面活性剤か ら選ばれる

少な くともひ とつの添加剤 （C ) とを含有することを特徴 とする分離

液状着色組成物。

前記 フッ素系界面活性剤が、 フッ素化 アルキル基、 フッ素化 アルキ レ

ン基、 フッ素化 アルキルェ一テル基、及び フッ素化 アルキ レンェ一テ

ル基か らなる群か ら選ばれる少な くとも 1 つの官能基 を有するフッ素

系重合体である請求項 1 に記載の分離液状着色組成物。

前記 フ ッ素系界面活性剤が、 フ ッ素化 アル キル 基、 フ ッ素化 アル キ レ

ン基、 フッ素化 アルキルェ一テル基、及び フッ素化 アルキ レンェ一テ

ル基か らなる群か ら選ばれる少な くとも 1 つの官能基 と、 片末端 また

は両末端 に重合性基 を有する単量体 （X ) を必須の単量体 と して重合

または共重合 させた重合体 または共重合体である請求項 1 または 2 に

記載の分離液状着色組成物。

前記 フ ッ素系界面活性剤が、 フ ッ素化 アル キル 基、 フ ッ素化 アル キ レ

ン基、 フッ素化 アルキルェ一テル基、及び フッ素化 アルキ レンェ一テ

ル基か らなる群か ら選ばれる少な くとも 1 つの官能基 と、 片末端 また

は両末端 に重合性基 を有する単量体 （X ) 、及び、 アルキル基 を有す

る単量体、芳香族基 を有する単量体、ポ リオキシアルキ レン基 を有す

る単量体、ポ リオル ガノシロキサ ン基 を有する単量体、 （メタ）ァク

リル アミ ド、 ビニル ピリジン類か らなる群か ら選ばれる少な くとも 1

つの単量体 （Y ) とを共重合 させた共重合体である請求項 1 ~ 3 のい

ずれかに記載の分離液状着色組成物。

前記シ リコー ン系界面活性剤が、 H L B が 4 以上のアルキ レン才キシ

ド変性ポ リオル ガノシ口キサ ンである請求項 1 に記載の分離液状着色



組成物。

前記 シ リコー ン系界面活性剤 を 0 . 0 1 重量％以上含有する請求項 1

または 5 に記載の分離液状着色組成物。

前記着色液体 （A ) が非極性溶媒及び着色剤 を含み、且つ、前記液体

( B ) が極性溶媒 を含む請求項 1 ~ 6 のいずれかに記載の分離液状着

色組成物。

前記着色液体 （A ) が極性溶媒及び着色剤 を含み、且つ、前記液体 （

B ) が非極性溶媒 を含む請求項 1 ~ 6 のいずれかに記載の分離液状着

色組成物。

前記着色剤が顔料である請求項 7 または 8 に記載の分離液状着色組成

物。

前記光変調方式がエ レク 卜ロウエッテ ィング方式 またはエ レク トロフ

ルイデ ィック方式である請求項 1 ~ 9 のいずれかに記載の分離液状着

色組成物。

請求項 1 ~ 1 0 のいずれかに記載の分離液状着色組成物 に使用する着

色液体であ つて、着色剤 と、 フッ素系界面活性剤及びシ リコ一 ン系界

面活性剤か ら選ばれる少な くともひ とつの添加剤 （C ) とを含む こと

を特徴 とする着色液体。

非極性溶媒 を含む請求項 1 1 に記載の着色液体。

極性溶媒 を含む請求項 1 1 に記載の着色液体。

請求項 1 ~ 1 0 のいずれかに記載の分離液状着色組成物 に使用する着

色液体 とは混和 しない液体であ つて、 フッ素系界面活性剤及びシ リコ

— ン系界面活性剤か ら選ばれる少な くともひ とつの添加剤 （C ) を含

む ことを特徴 とする液体。

非極性溶媒 を含む請求項 1 4 に記載の液体。

極性溶媒 を含む請求項 1 4 に記載の液体。

請求項 1 ~ 1 0 のいずれかに記載の分離液状着色組成物の、外部電場

によって液体 を移動 も しくは変形 させることによ り、色あるいは明る



さを変調する光変調方式のデバイスにおける画像 を生成するための組

成物 と しての使用。

請求項 1 1 ~ 1 3 のいずれかに記載の着色液体の、外部電場 によって

液体 を移動 も しくは変形 させることによ り、色あるいは明るさを変調

する光変調方式のデバイスにおける画像 を生成するための組成物 と し

ての使用。

請求項 1 4 ~ 1 6 のいずれかに記載の着色液体 とは混和 しない液体の

、外部電場 によって液体 を移動 も しくは変形 させることによ り、色あ

るいは明るさを変調する光変調方式のデバイスにおける画像 を生成す

るための組成物 と しての使用。

前記光変調方式がエ レク 卜ロウエッテ ィング方式 またはエ レク トロフ

ルイデ ィック方式である請求項 1 8 または 1 9 に記載の使用。
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